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武

功

吟

味

 

 
 

 
 

覚 

一 

天

下

の

武

功

吟

味

ハ

元
弘
年
中

（
一
三
三
一
～
三
三
）

に

楠

河

内

守

橘

の

正

成

奉

敕

て 

 
 

穿

鑿

し

、

一

巻

の

書

を

書

た

て

お

き

し

を

文
明
の
頃

（
一
四
六
九
～
八
七
）

公

方

常 

 
 

徳

院

源

の

義

尚

公

是

を

秘

蔵

し

給

、

細

川

右

京

大

夫

源

の

政

元

に 

 
 

被

仰

付

、

武

弁

の

才

有

輩

を

集

、

異

国

本

朝

の

正

し

き

理

を

書 

 
 

添

末

代

迄

其

法

を

守

り

道

に

障

な

き

様

に

と

思

召

書

置

給

し 

 
 

を

年

経

て

後

に

い

か

ゞ

し

て

落

ち

り

け

ん

、

三

河

の

国

の

住

人

夏 

 
 

目

五

郎

兵

衛

藤

原

の

忠

氏

と

い

ふ

人

是

を

所

持

す

、

其

頃

御

祖

父

清 

 
 

康

武

功

の

吟

味

を

専

と

し

給

ふ

ゆ

へ

、

是

を

被

召

上

御

秘

蔵

有 

 
 

御

所

様

迄

相

伝

り

し

を

大

須

賀

五

郎

左

衛

門

尉

平

の

康

高

、

酒

井 
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左

衛

門

尉

源

の

忠

次

に

被

仰

談

御

軍

法

の

内

へ

被

入

し

也

、

秀

忠

公

未 

 
 

黄

門

に

て

御

座

の

時

分

被

遣

し

を

、

忠

勝

も

御

前

に

罷

有

て

拝

見

仕 

 
 

端

々

覚

候

ゆ

へ

か

の

法

を

本

に

立

私

の

所

存

を

加

書

て 

一 

凡

軍

の

習

は

、

敵

味

方

数

万

の

軍

兵

を

催

し

天

下

分

目

の

合

戦 

 
 

を

な

す

と

い

へ

と

も

虎

口

鑓

場

に
臨
兵

（
の
ぞ
む
）

は

敵

み

か

た

と

も

に

百

人

に 

 
 

不

過

物

也

、

い

は

ん

や

真

先

に

か

ゞ

り

つ

ゝ

鑓

を

合

勝

負

を

決

す

る 

 
 

兵

多

し

て

七

八

人

に

不

過

、

是

皆

古

よ

り

の

証

拠

度

々

有

事

也 

 
 

故
に
云
、
敵
未
か
た
何
万
人
も
あ
れ
、
備
面
へ
出
ル
兵
は
百
人
敵
と
鎗
を 

 
 

合
す
る
兵
ハ
五
人
、
敵
を
突
崩
す
鎗
は
三
人
に
極
ル
也
と
云
伝
也
、
其
外 

 
 

ハ

何

万

人

も

あ

れ

後
凍
に

（
陣
）

つ

か

へ

居

て

虎

口

の

勝

負

を

守

り

い

る 
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物

也

、

去

程

に

数

万

人

の

大

軍

も

二

三

人

の

鑓

先

に

突

崩

れ

或

ハ 

 
 

鉾

の

四

人

五

人

の

勝

負

を

以

て

、

敵

未
（
味
）

方

数

万

人

の

勝

負

と

成

る

ハ 

 
 

軍

有

度

こ

と

に

有

事

也

、

如

此

の

道

理

を

数

度

の

合

戦

に

不

逢 

 
 

は

其

習

ハ

不

可

知

、

さ

れ

は

数

万

人

の

中

よ

り

抽

之

、

鑓

を

合

勝

負

を 

 
 

始

る

志

の

至

て

剛

き

を

称

美

し

て

、

一

身

の

か

セ

き

に

は

鑓

を 

 
 

合

る

第

一

と

す

る

也

、

惣
而

働

の

強

き

を

ほ

め

て

鑓

と

呼

事

ハ 

 
 

古

よ

り

鑓

ほ

と

強

き

か

セ

き

な

き

ゆ

へ

に

末

代

の

諺

さ

に

て

如

此 

 
 

い

ふ

也

、

凡

鑓

と

い

ふ

其

品

八

ヶ

条

有

、

一

番

鑓

・

二

番

鑓

・

小

返

し 

 
 

鑓

・

大

返

し

鑓

・

つ

け

入

の

鑓

・

城

責

の

鎗

・

籠

城

の

鑓

・

請

止

の 

 
 

鎗

是

也

、

指

つ

ゝ

き

た

る

働

亦

四

ヶ

条

有

、

一

番

の

り

・

乗

込

鎗 ヤ

リ

・ 
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脇

の

太

刀

鎗

・

脇

の

弓

是

也

、

其

外

高

名

に

七

ヶ

条

有

、

鎗

下

の

高 

 
 

名
・
鑓
場
の
高
名
・
退
口
の
高
名
・
組
討
の
高
名
・
崩
涯
の
高
名
・
場
中 

 
 

の

高

名

是

也

、

右

十

八

ヶ

条

の

場

数

ハ

義

尚

公

よ

り

の

定

如

此

、

乍 

 
 

去

此

内
ニ

も

志

を

吟

味

す

る

事

第

一

也

、

た

と

へ

は

敵

未

方

互 

 
 

に

数

万

の

大

軍

を

催

し

、

田

土
江

推

出

備

を

立

、

合

戦

有

に

勝 

 
 

負

の

始

る

前

か

た

二

町

三

町

に

責

寄

セ

弓

鉄

砲

の

セ

り

合

初 

 
 

り

つ

ゝ

、

次

□
（
第
）

〳
〵
に

近

つ

き

歒

未

方

互

に

杉

な

り

に

成

り 

 
 

已

に

は

や

卅

間

四

拾

間

の

内

外

に

引

請

、

矢

軍

に

成

て

は 

 
 

歒

未

方

と

も

に

手

負

死

人

将

棋

た

を

し

の

こ

と

く

に

重

り 

 
 

て

見

る

内

に

残

り

す

く

な

に

討

る

ゝ

故

、

両

方

共

に

弱

も

の

は 
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二

の

あ

し

を

ふ

み

強

き

者

も

冑

を

か

た

ふ

け

漸

ふ

み

こ

た

へ

る 

 
 

物

也

、

其

時

一

備

二

千

三

千

の

中

よ

り

三

人

四

人

の

兵

抽

て

つ

ゝ 

 
 

備

面

江

す

ゝ

み

、

出

ふ

り

見

事

に

ふ

み

こ

た

へ
後
る

（
お
く
）

者

を

い

さ 

 
 

め

前

後

左

右

を

下

知

し

て

始

終

堅

固

に

こ

た

へ

る

ハ

其

功 

 
 

一

度

に

て

も

数

度

に

向

処

な

れ

ハ

是

を

ほ

め

て

武

弁

と

は 

 
 

申

也

、

如

此

に

働

兵

ハ

後

迄

こ

た

へ

る

者

成

る

が

ゆ

へ

必

鎗

を

す

る 

 
 

者

也

、

乍

去

其

品

に

よ

り

敵

つ

か

へ

す

し

て

崩

る

ゝ

か

亦

ハ

其 

 
 

兵

矢

鎗
（
鉄
）

砲

の

手

を

負

か

し

て

後

陳
（
陣
）

江

退

て

鎗

不

合

ハ

其

志 

 
 

は

鎗

を

合

た

る

同

前

也

、

其

子

細

ハ

人

の

進

か

た

く

こ

ら

へ 

 
 

か

た

き

場

を

人

先
江

出

抽

て

か

セ

く

ハ

敵

見

か

た

打

合

ハ

鎗

を 
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可

合

事

ハ

必

定

な

る

故

也

、

去

程

に

城

江

取

よ

セ

る

に

も 

 
 

野

合

に

て

も

か

ゝ

る

時

に

て

五

百

・

千

人

に
抽
て

（
ぬ
き
ん
）

る

侍

を

は

和 

 
 

漢

共

に

古

よ

り

英

雄

と

号

し

て

武

士

の

棟

梁

と

い

ふ

な

り

、 

 
 

一

度

の

鑓

を

ほ

む

る

も

千

万

人

の

進

得

ぬ

所

を

抽

て

進

む 

 
 

志

を

こ

そ

誉

と

は

云

也

、

惣

而

鑓

と

い

ふ

ハ

か

ゝ

口

退

口 

 
 

に

不

寄

敵

未

方

の

諸

軍

を

五

間

も

七

間

も

は

な

れ

て

進 

 
 

み

出

両

軍

の

見

物

の

前

に

て

ま

き

れ

も

な

く

合

こ

と

鎗

と

ハ 

 
 

い

ふ

也

、

た

と

へ

鑓

合

た

り

と

云

と

も

敵

未

方

の

先

勢

已

に
鉾
キ

（
ほ
こ
さ
） 

 
 

交

時

に

覃

一

（
お
よ
び
）

足

二

足

ふ

み

出

し

た

ゝ

き

合

か

亦

退

口

な

ん 

 
 

と

の

鎗

も

已

に

敵

に

鑓

た

け

に

追

ひ

着

れ

一

足

二

足

ふ

ミ 
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戻

て

合

す

る

ハ

鑓

と

は

不

云

、

敵

の
未
不
近
着
其

（
未
だ
近
着
か
ざ
る
）

間

へ

だ

ゝ

り

た

る 

 
 

時

味

方

の

同

勢

の

中

よ

り

抽

て

出

、

六

間

も

七

間

も

跡

ゑ

取

て 

 
 

も

と

（

戻

）

し

ふ

ミ

こ

た

へ

敵

の

追

来

を

待

う

け

て

ま

き

れ

 

 
 

も

な

く

合

る

を

鑓

と

は

い

ふ

也

、

敵

未

方

推

合

る

と

き

に 

 
 

お

よ

ひ

て

分

も

不

見

ハ

鎗

と

は

不

云

物

也

 

  
 

 
 

 
 

一

番

鎗

の

事

 

一 

弓

鉄

砲

の

迫

合

終

て

敵

み

か

た

已

に

十

七

八

間

の

内

外

に

近

付 

 
 

鉄

砲

を

打

事

も

不

成

程

に

引

請

て

は

皆

人

ふ

る

ひ

お

の

ゝ 

 
 

き

て

眼

す

わ

り

無

念

無

想

に

成

り

、

他

事

を

忘

れ

互

に 



忠勝公武功吟味之書            9 

 

 
 

念

仏

を

唱

へ

二

の

足

を

踏

に

ら

み

合

て

か

ゝ

り

か

ぬ

る

物

也

、

其 

 
 

時

敵

み

か

た

の

向

居

虎

口

前

の

鉾

に

お

ゐ

て

剛

の

兵

只

一

人

み

か

た 

 
 

千

二

千

の

中

よ

り

抽

て

つ

ゝ

真

先

に

走カ

ケ

出

、

大

敵

の

待

請 

 
 

た

ル

鎗

前

に

面

も

ふ

ら

す

か

ゞ

り

つ

ゞ

鎗

を

う

ち

込

合

戦

を 

 
 

初

る

を

一

本

の

鑓

と

称

美

し

て

一

番

鑓

と

い

ふ

、

敵

よ

り

相

手 

 
 

一

人

出

む

か

ふ

て

両

方

の

真

中

に

て

晴

な

る

鑓

合

ハ

猶

以

い

さ 

 
 

き

よ

き

鑓

な

り

、

亦

敵

つ

か

へ

す

し

て

鎗

不

合

と

も

是

を

一

番 

 
 

鑓

と

い

ふ

、

但
シ

ケ

様

の

場

に

て

ハ

一

人

に

か

き

ら

す

七

八

人

に

て

も 

 
 

其

備

を

出

離

れ

真

先

に

す

ゝ

み

出

鑓

を

合

ハ

少

の

遅

速 

 
 

少
の
一
・
二
を
不
論
、
五
人
な
ら
ハ
五
人
、
七
人
な
ら
ハ
七
人
と
も
に
鑓
合
る 
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と

い

ふ

、

惣
而

一

番

鑓

を

い

ふ

ハ

敵

み

か

た

の

推

合

る

鉾

に

て

只

一 

 
 

人

真

先

に

進

み

て

鑓

を

打

こ

ミ

合

戦

を

初

る

を

い

ふ

、

故

に 

 
 

一

番

に

か

ゝ

る

と

い

へ

と

も

二

人

と

も

進

み

て

鑓

を

合

る

を

は

一

番 

 
 

鑓

と

は

不

云

、

只

鎗

と

計

云

物

也

、

如

此

敵

み

か

た

の

押

合

る

鋒 

 
 

に

て

合

鎗

ハ

壱

人

ハ

不
レ

及
レ

云

、

五

六

人

に

て

も

七

八

人

に

て

も

是

を 

 
 

鑓

と

号

し

本

の

鑓

と

云

也

、

五

六

人

・

七

八

人

と

も

の

鑓

ハ

少

の

遅 

 
 

速

を

つ

け

難

き

ゆ

へ

一

番

二

番

と

不

云

候

、

乍

去

一

間

二

間

と

も 

 
 

お

そ

く

有

を

は

一

番

二

番

と

は

分

る

也

、

是

ハ

鎗

合

ち

そ

く 

 
 

を

は

不

論

、

只

備

を

走

出
ル

所

の

遅

速

を

以

、

一

番

二

番

を

分 

 
 

る

な

り

勿

論

一

番

に

進

か

一

人

な

ら

ハ

其

一

人

を

一

番

鎗

と

し 
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て

つ

ゝ

く

兵

は

五

人

六

人

有

と

も

押

合

て

二

番

と

い

ふ

、

若 

 
 

一

番

に

進

か

三

人

と

も

有

ハ

其

輩

を

鎗

と

い

ふ

つ

ゝ

く

兵

は 

 
 

鑓

と

は

不

云

、

乍

去

一

番

に

す

ゝ

む

兵

か

敵

に

突

か

ゑ

さ

れ

て 

 
 

敗

軍

す

る

に

続

く

兵

か

入

代

て

し

か

も

二

人

三

人

見

も

敵

を 

 
 

さ

ゝ

へ

止

始

終

ふ

み

こ

た

え

鑓

を

仕

り

惣

軍

を

引

付

勝

負 

 
 

を

け

つ

セ

は

是

を

鑓

と

い

ふ

へ

し

、

一

番

に

進

み

て

突

返 

 
 

し

て

引

退

た

る

兵

ハ

一

人

見

も

二

人

に

て

も

あ

れ

又

ハ

鎗

を

も 

 
 

合

か

ら

鎗

と

は

い

わ

す

、

乍

去

一

番

に

か

ゝ

り

た

る

兵

共 

 
 

大

敵

ゆ

へ

突

立

ら

れ

つ

ゝ

一

足

不

堪

故

軍

す

る

と

い

へ

と

も 

 
 

足

な

み

見

遠

く

に

け

（

逃

げ

）

得

す

返

合

〳
〵
ふ

り

能

払

退
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に

し

て

二

番

に

つ

ゝ

く

兵

と

て

ら

し

合

取

て

戻

し

、

亦

鑓

を 

 
 

合

は

鎗

と

い

ふ

、

但

壱

番

二

番

押

込

て

只

鎗

を

合

る

と

云 

 
 

其

功

、

押

合

て

同

前

也

、

子

細

ハ

二

番

に

つ

ゝ

く

兵

ハ

一

番 

 
 

に

進

む

兵

を

目

付

、

そ

れ

を

便

と

す

る

志

次

な

れ

は

 

 
 

一

番

の

兵

と

入

代

り

て

鎗

を

す

る

と

も

其

意

地

ハ

お

と

れ 

 
 

り

、

亦

二

番

に

進

む

兵

ハ

諸

人

に

勝

て

抽

る

と

い

へ

と

も

突 

 
 

か

へ

さ

れ

て

二

番

の

兵

の

ち

か

ら

を

得

て

返

合

は

一

番

に 

 
 

進

む

、

心

さ

し

ハ

尤

な

れ

と

も

其

功

少

し

故

に

一

番

二

番 

 
 

押

込

て

其

功

同

前

也

、

但

其

場

の

品

に

よ

り

一

番

ハ

一

番

、 

 
 

二

番

ハ

二

番

と

進

る

事

も

有

へ

し

、

惣

而

両

軍

の

鋒

（
ほ
こ
さ
） 
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き

本

の

鑓

場

に

て

合

る

と

も

七

八

人

よ

り

人

多

ハ

鑓

と

は 

 
 

不

云

、

惣

か

ゝ

り

と

い

ふ

、

子

細

ハ

互

に

か

ゝ

り

か

ね

て

た

め

ら

ふ 

 
 

前

を

抽

て

諸

人

に

勝

れ

て

進

み

出

る

志

こ

そ

鑓

な

れ

、

大 

 
 

勢

す

ゝ

む

ハ

何

を

ほ

ま

れ

に

と

セ

ん

、

ゆ

へ

に

二

人

三

人

に

て

も 

 
 

其

か

ゝ

り

口

混

乱

し

て

見

分

難

く

ハ

鑓

と

は

不

云

、

五 

 
 

六

人

、

七

八

人

に

て

モ

両

方

の

鋒

に

て

お

の

れ

か

備

を

は

な

 

 
 

れ

て

進

み

五

間

も

八

間

も

抽

て

紛

も

な

く

鎗

を

打

込

 

 
 

を

本

の

鎗

と

い

ふ

也

 

  
 

 
 

 

二

番

鎗

の

事
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一 

已

に

一

番

鑓

の

一

人

す

ゝ

む

に

押

つ

ゝ

き

亦

一

人

の

兵

懸

り 

 
 

つ

ゝ

一

番

鑓

合

所

へ

つ

ゝ

い

て

鎗

を

打

込

を

二

番

鑓

と

い

ふ

、 

 
 

五

六

人

・

七

八

人

に

て

も

一

番

に

つ

ゝ

き

て

己

か

備

を

走

り 

 
 

出

同

勢

を

離

て

走

り

か

ゝ

り

鎗

を

打

込

ハ

二

番

鑓

と

 

 
 

い

ふ

、

少

の

不

同

を

不

論

、

五

人

に

て

も

七

人

に

て

も

押

合

て 

 
 

二

番

鑓

と

い

ふ

、

六

七

八

人

よ

り

多

く

ハ

鎗

と

不

云

惣

か

ゝ

り

と 

 
 

い

ふ

、

其

理

一

番

鑓

の

内

に

在

り 

  
 

 
 

 

大

返

の

鎗

之

事

 

一 

未

か

た

敗

軍

に

お

よ

ひ

て

敵

に

手

火

と

く

付

ら

る

ゝ

時

未

方 
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の

兵

只

一

人

取

て

返

し

、

面

も

ふ

ら

す

ふ

み

こ

た

へ

追

来

ル

大 

 
 

敵

を

支

止

惣

軍

を

も

り

返

て

合

戦

を

初

め

き

お

ひ

 

 
 

か

ゝ

り

く

る

敵

を

突

返

し

大

に

勝

を

得

さ

す

る

を

大

返

し 

 
 

の

鑓

と

も

、

も

り

返

し

の

鑓

と

も

い

ふ

也

、

是

を

ま

た

一

本

の 

 
 

鑓

と

ほ

め

て

其

功

一

番

鎗

に

勝

る

也

、

如

此

の

場

に

て

ハ

一

人

に 

 
 

不
限
五
六
人
・
七
八
人
迄
も
皆
押
合
て
鎗
と
い
ふ
、
五
六
人
・
七
八
人
有
と 

 
 

も

其

一

番

に

返

し

合

る

兵

を

第

一

に

ほ

む

る

也

、

乍

去 

 
 

退

口

ハ

か

ゝ

り

口

と

違

ひ

味

方

ハ

我

先

へ

と

引

退

、

敵

ハ

気 

 
 

に

乗

て

追

重

る

故

一

旦

お

ひ

返

し

て

も

ま

た

も

り

 

 
 

か

へ

し

て

か

ゝ

り

つ

ゝ

し

た

る

く

か

い

か

ゝ

る

は

骨

を

折

事 
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か

ゝ

り

軍

よ

り

十

倍

セ

り

、

故

に

一

番

に

か

へ

し

合

る

を 

 
 

も

後

に

か

へ

し

合

る

も

押

合

て

五

人

な

ら

は

五

人

と

も 

 
 

に

鎗

と

い

ふ

、

乍

去

先

一

番

に

帰

す

を

さ

し

て

ほ

ま

 

 
 

れ

と

す

る

也 

  
 

 
 

 

小

返

の

鎗

の

事

 

一 

み

か

た

敗

軍

し

て

敵

に

付

ら

れ

既

に

間

近

く

追

詰

来

 

 
 

る

時

、

只

壱

人

取

て

返

し

ふ

み

こ

た

へ

鑓

を

合

セ

追

而 

 
 

く

る

敵

を

支

へ

、

其

間

に

未

か

た

を

安

く

引

取

す

る

を 

 
 

小

返

し

の

鎗

と

い

ふ

、

敵

し

ら

ん

て

鎗

不

合

と

も

是

を 
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鑓

と

い

ふ

、

但

ケ

様

の

場

に

て

は

一

人

に

不

限

五

六

人

・

七

八

人 

 
 

に

て

も

返

し

合

て

鑓

を

合

セ

は

、

五

人

な

ら

ハ

五

人

と

も

に 

 
 

鎗

と

い

ふ

、

況

や

跡

に

引

さ

か

り

節

々

返

し

合

て

敵

を 

 
 

突

か

へ

し

て

ハ

退

、

亦

敵

追

来

ハ

取

て

返

し

数

度

の

鑓

を

合 

 
 

は

猶

以

古

今

稀

な

る

強

き

鑓

也

、

そ

の

度

数

を

算

て

 

 
 

向

度

の

鑓

と

い

ふ

、

た

と

へ

ハ

幾

人

返

し

合

る

と

も

其

一 

 
 

番

に

返

す

兵

幾

度

鑓

合

と

も

一

度

も

不

洩

る

を

 

 
 

不

功

、

後

迄

勤

る

を

第

一

と

す

る

也

、

一

番

に

返

す

と

い

ふ 

 
 

と

も

つ

ゝ

く

兵

に

渡

て

引

退

か

、

ま

た

ハ

漸

一

度

手

に 

 
 

逢

脇

も

ふ

ら

す

引

退

を

ハ

鑓

は

合

共

一

番

小

返

し
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た

り

と

も

さ

の

み

ほ

め

す

、

小

返

と

い

ふ

ハ

味

方

の

惣

人 

 
 

数

ハ

不

返

た

ゝ

五

六

人

・

七

八

人

の

兵

計

返

て

鎗

を

合

セ

其 

 
 

隙

に

み

か

た

を

引

取

す

る

を

い

ふ

、

大

返

と

い

ふ

ハ

右

に

い

ふ 

 
 

通

り

に

殿

の

（
し
ん
が
り
）

五

六

人

の

兵

か

へ

し

合

て

ふ

ミ

こ

た

へ

惣

軍 

 
 

を

も

り

か

へ

し

鑓

を

合

セ

合

戦

を

は

し

め

大

敵

を

 

 
 

追

返

す

を

云

也

、

大

返

し

小

返

し

に

不

限

人

す

く

な

 

 
 

に

て

返

す

程

を

手

柄

と

い

ふ

也

、

況

や

一

人

に

て

返

し 

 
 

合

て

味

方

の

あ

や

う

き

を

助

、

あ

ま

つ

さ

へ

数

度

の

 

 
 

鎗

を

合

セ

戓

ハ

よ

き

仕

場

に

て

ふ

み

こ

た

へ

大

返

 

 
 

し

の

鑓

を

合

セ

大

敵

を

な

ひ

け

ハ

鑓

の

根

本

と
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す

る

な

り 

  
 

 
 

 
請

止

の

鎗

の

事

 

一 

味

方

ハ

待

軍

に

て

扣

る

に

、

敵

軍

備

を

崩

し

真

黒

に

 

 
 

突

て

か

ゝ

る

時

は

何

ほ

と

剛

の

者

に

て

も

し

ら

ん

て

張

出

る

者

ハ 

 
 

な

き

も

の

也

、

其

時

味

方

の

備

よ

り

二

人

三

人

に

て

も

七

八

人 

 
 

に

て

も

進

み

つ

ゝ

己

か

備

よ

り

二

間

三

間

四

間

五

間

張

出
留

テ
カ

 

 
 

敵

の

か

ゝ

る

を

待

う

け

て

鎗

を

合

る

を

請

止

の

鑓

と

い

ふ

、

七 

 
 

八

人

迄

も

鑓

を

ゆ

る

す

そ

れ

よ

り

多

は

鑓

と

は

い

わ

す 

 
 

其

理

り

前

に

あ

り

、

亦

先

手

追

立

ら

れ

敗

軍

す

る

に

二 
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の

備

の

兵

と

も

五

人

六

人

に

て

も

己

か

備

を

二

間

も

三

間

も

張 

 
 

出

て

敵

の

勢

か

ゝ

り

て

我

先

備

を

追

立

二

の

備

へ

か

ゝ

る

を 

 
 

待

請

て

鑓

を

合

セ

合

戦

を

初

を

亦

呼

て

請

止

の

鑓

と

い

ふ

、 

 
 

七

八

人

に

て

も

己

か

備

よ

り

二

間

も

三

間

も

張

出

一

面

に

立

双

て 

 
 

晴

な

る

鎗

合

ハ

鑓

と

め

す

、

乍

去

待

請

す

し

て

我

先

備

を 

 
 

追

立

敵

中

江

二

の

備

よ

り

鑓

を

入

は

横

合

と

是

を

名

つ

け 

 
 

鑓

を

合

す

る

と

は

不

云

、

亦

敵

の

大

勢

引

取

を

み

か

た

の 

 
 

強

者

弐

人

三

人

に

て

惣

軍

よ

り

先

立

て

追 ヲ

イ

行

深

入

し

て 

 
 

敵

に

大

返

し

に

か

へ

さ

る

ゝ

時

、

か

の

兵

共

二

人

三

人

に

て

も

追 

 
 

行

た

る

仕

場

を

少

も

不

去

ふ

ミ

こ

た

へ

て

鎗

を

合

る

を 
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ま

た

名

付

て

大

返

し

請

止

の

鑓

と

い

ふ

、

若

敵

に

返

さ

れ

て

こ 

 
 

ら

へ

す

味

方

へ

逃

か

へ

る

と

て

逃

な

か

ら

た

ゝ

き

合

た

る

ハ

鑓

と

は 

 
 

不

云

、

乍

去

ふ

み

こ

た

へ

て

鑓

合

と

も

四

五

人

よ

り

多

ハ

鑓

と

は

不 

 
 

云

、

是

ハ

敵

退

き

口

に

て

お

く

れ

、

味

方

ハ

勝

て

勢

ひ

つ

ゝ 

 
 

お

ひ

行

場

な

る

ゆ

へ

四

五

人

よ

り

多

も

志

し

詮

な

し

 

 
 

右

已

上

三

段

の

鑓

は

皆

請

止

の

鎗

也

 

  
 

 
 

 

城

攻

の

鑓

の

事

 

一

 

味

方

大

軍

に

て

敵

城

を

取

巻

に

敵

か

門

を

開

て

突

て 

 
 

出

る

時

門

前

へ

取

詰

た

る

吟
（
マ
マ
）

方

千

二

千

の

備

の

中

よ

り 
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二

人

三

人

の

兵

と

も

真

先

へ

張

出

、

敵

の

出

る

を

待

請

鑓

を

合

る 

 
 

を

又

鑓

と

い

ふ

、

其

吟

味

野

合

の

譣

議

に

同

し

、

亦

味

方

の 

 
 

勢

敵

の

出

る

に

白

み

て

見

崩

に

し

さ

る

に

其

中

よ

り

二

三

人 

 
 

少

も

不

退

仕

場

を

か

た

く

ふ

み

こ

た

へ

て

出

る

敵

を

待

請

て 

 
 

鑓

合

ハ

一

入

（
ひ
と
し
お
）

強

鎗

な

り

、

又

敵

の

出

る

を

見

て

寄

手

能
（
よ
き
）

の

兵

三 

 
 

人

四

人

抽

て

相

か

ゝ

り

に

か

ゝ

つ

て

鎗

合

は

其

遅

速

を

分 

 
 

一

番

鑓

二

番

鑓

を

定

事

野

合

の

鑓

に

同

し

、

敵

か

門

を

開

て 

 
 

待

請

に

み

か

た

の

兵

二

人

三

人

に

て

諸

人

に

抽

て

門

内

江

か 

 
 

け

入

鑓

合

も

同

前

に

一

二

を

わ

け

鎗

と

い

ふ

事

野

合

 

 
 

同

前

也 



忠勝公武功吟味之書            23 

 

 
 

 
 

 

籠

城

の

鑓

の

事

 
一 
味

方

籠

城

の

時

、

城

中

よ

り

突

て

出

る

に

も

一

人

真

先

に

抽

て 

 
 

出

る

を

一

番

鑓

と

し

、

続

兵

抽

て

進

む

を

二

番

鑓

と

い

ふ 

 
 

其

次

初 （
第
）

野

合

に

同

前

也

、

節

々

突

て

出

る

に

度

毎

に

 

 
 

其

兵

真

先

に

出

ハ

其

度

数

を

以

幾

度

の

一

番

鑓

と

い

ふ

、

大

手 

 
 

か

ら

め

手

と

も

に

突

て

出

る

に

両

口

に

て

鎗

あ

ら

ハ

大

手

に

て

ハ 

 
 

誰

一

番

鑓

、

誰

二

番

鎗

、

搦

手

に

て

ハ

誰

一

番

鑓

、

誰

二

番

鑓 

 
 

と

い

ふ

、

寄

手

に

て

も

分

る

事

是

同

前

也

、

大

手

に

て 

 
 

某
（
な
に
が
し
）

か

ら

め

手

に

て

誰

鑓

仕

る

と

い

ふ

也
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付

入

の

鑓

の

事

 
一 
味

方

の

軍

勢

敵

の

城

を

取

巻

時

、

敵

備

を

出

し

、

或

ハ

セ

り 

 
 

合

、

或

ハ

夜

討

夜

込

に

出

て

城

中

江

引

取

所

を

味

方

の

剛 

 
 

者

二

三

人

に

て

も

諸

人

に

先

立

て

付

入

に

追

込

に

敵

の

内

ゟ 

 
 

四

五

人

に

て

も

七

八

人

に

て

も

取

て

か

へ

し

是

を

込

出

さ

ん

と

か

ゝ 

 
 

る

時

味

方

二

三

人

の

兵

と

も

お

い

込

た

る

場

を

不

去

ふ

ミ 

 
 

こ

た

ゑ

合

る

を

付

入

の

鎗

と

い

ふ

、

敵

味

方

と

も

に

強

き

鑓

な 

 
 

り

野

合

に

て

大

返

し

の

鑓

請

止

の

鎗

と

同

前

の

鑓

也

、

五

六 

 
 

人

よ

り

多

く

付

入

に

追

込

て

た

と

へ

鑓

合

と

も

鑓

と

は

不

云

、

是 

 
 

は

追

行

場

な

る

故

如

此

城

方

は

退

口

な

れ
者

五

六

人

と

い

ふ

と

も 
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返

し

合

セ

大

敵

の

付

入

を

突

出

た

ら

ハ

強

き

鑓

な

り

 

  
 

 
 

 
鎗

心

持

の

事

 

一 

或

ハ

高

み

ひ

き

ミ

又

ハ

溝

堀

を

へ

た

て

ゝ

押

合

セ

つ

ゝ

互

に 

 
 

快

く

不

働

に

よ

り

セ

い

て

な

け

突

に

し

た

り

と

も

其

場

鑓

場

な 

 
 

ら

ハ

鑓

と

い

ふ

、

惣
而

右

に

し

る

す

所

の

八

ヶ

条

の

鑓

場

な

ら

ハ 

 
 

鑓

の

先

ハ

不

合

と

も

亦

ハ

其

間

五

間

七

間

隔

り

た

り

と

も

走 

 
 

出

て

鑓

を

振

廻

し

て

も

鑓

と

い

ふ

な

り

、

其

外

の

ハ

た

と

へ

血

の 

 
 

川

を

流

す

ほ

と

突

合

た

り

共

鑓

と

は

不

云

、

た

ゝ

鎗

セ

り 

 
 

合

と

い

ふ

、

亦

た

と

へ

持

所

の

道

具

は

長

刀

に

て

も

其

働 
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の

場

鑓

場

な

ら

ハ

鑓

を

し

た

る

と

い

ふ

、

扨

ま

た

武

功

の

吟

味 

 
 

も

志

し

を

賞

翫

す

る

を

第

一

と

し

て

第

二

に

は

亦

功

を 

 
 

成

す

所

を

専

に

心

得

へ

し

、

た

と

へ

は

一

番

に

刀

を

持

て 

 
 

進

む

は

其

志

長

道

具

を

持

て

か

ゝ

る

よ

り

強

に

な

れ

と

も 

 
 

刀

ハ

大

て

き

を

取

ひ

し

く

事

鑓

長

刀

の

業

に

ハ

中

々

お

よ

ハ 

 
 

さ

る

ゆ

へ

に

古

よ

り

一

番

太

刀

と

い

ふ

事

な

し

、

又

鑓

・

長

刀

ハ

三

人 

 
 

四

人

を

も

合

手

と

し

た

ゝ

き

た

て

進

む

時

ハ

大

敵

を

突

崩 

 
 

事

利

に

て

コ
ト
ハ
リ
ニ
テ
カ

功

を

な

す

所

速

な

る

を

以

て

鎗

を

し

た

る

と

是 

 
 

を

い

ふ

、

勿

論

刀

に

て

一

番

に

か

ゝ

り

亦

ハ

取

て

返

し

な

と 

 
 

す

る

を

誉

と

不

言

に

は

非
（
あ
ら
ず
）

す

た

ゝ

其

志

し

を

感

し

て 
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先

か

け

亦

ハ

退

口

の

太

刀

討

と

い

ふ

、

品

に

よ

り

鑓

に

も

可

成

又 

 
 

弓

鉄

砲

も

拾

人

弐

拾

人

射

殺

す

を

も

不

誉

、

只

肝

要

の

所

を 

 
 

一

筋

の

矢

一

放

の

鉄

砲

を

以

て

支

へ

つ

ゝ

五

万

三

万

の

大

敵 

 
 

を

も

屈

り

所

を

以

て

ほ

ま

れ

と

い

ふ

也

、

万

事

如

此

の

所

を 

 
 

能

々

吟

味

す

る

事

打 （
肝
）

要

也

 

  
 

 
 

 

鑓

場

度

数

の

事
 

一 

惣

て

軍

の

法

に

て

敵

味

方

誰推

カ

合

セ

追

つ

返

し

つ

戦

て

勝 

 
 

負

を

付

と

つ

と

追

崩

し

た

る

を

一

仕

場

居

と

い

ふ

也

、

亦 

 
 

城

攻

の

時

も

突

て

出

推

合

セ

つ

ゝ

込

出

し

追

出

し

て

末 
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に

さ

つ

と

引

分ハ

カ

れ

つ

ゝ

寄

手

ハ

陣

へ

城

の

兵

ハ

城

へ

た
か
い

（

互

） 

 
 

に

引

取

た

る

を

一

仕

場

居

と

い

ふ

、

一

仕

場

居

の

中

に

て

五

間 

 
 

六

間

進

み

退

き

追

つ

か

へ

し

つ

戦

は

セ

り

合

と

い

ふ

、

鑓

と

ハ 

 
 

不

言

、

其

押

合

て

か

ゝ

る

時

の

鑓

始

を

い

ふ

也

、

押

合

てテ

後 

 
 

爰

か

し

こ

に

て

込

つ

込

れ

は
（
つ
）

鑓

に

て

た

ゝ

き

合

は

鑓

セ

り 

 
 

合

と

て

鑓

の

度

数

に

セ

す

、

数

度

の

鑓

を

し

た

る

と

い

ふ 

 
 

ハ

其

押

合

て

か

ゝ

る

時

の

鑓

は

し

め

を

一

人

に

て

毎

度

す 

 
 

る

を

い

ふ

、

小

返

し

の

鑓

幾

度

返

合

た

る

と

い

ふ

也

、

一

返

し 

 
 

の

中

に

て

相

戦

事

五

間

六

間

追

つ

返

つ

す

る

は

度

数

 

 
 

に

は

セ

す

、

一

返

し

か

へ

し

て

相

戦

終

り

敵

を

お

ひ

返

し 
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其

身

も

十

間

も

廿

間

も

引

退

つ

ゝ

亦

敵

の

し

た

ひ

来

 

 
 

る

時

取

て

返

し

ふ

み

こ

た

へ

鑓

を

合

る
ル

一

度

の

数

と

し 

 
 

て

其

数

を

都

合

し

て

幾

度

の

鑓

と

い

ふ

也

 

  
 

 
 

 

野

合

城

攻

鎗

心

得

の

事

 

一 

敵

味

か

た

た

か

ひ

に

田

土

に

て

備

を

立

押

合

て

の

大

合

戦

は 

 
 

其

備

々

に

て

一

・

二

の

鑓

有

也

、

誰

か

手

に

て

ハ

誰

か

一

番

鑓

誰 

 
 

か
二
番
鑓
と
い
ふ
、
城
攻
の
鑓
も
大
手
ハ
大
手
、
搦
手
と
搦
手
と
一
・
二 

 
 

の

鑓

を

分

る

な

り

、

大

手

に

て

は

誰

か

何

番

鑓

、

搦

手

に

て

ハ

誰

何

番 

 
 

鑓

と

い

ふ

、

城

中

に

て

も

其

分

同

前

也

、

又

か

ゝ

り

合 

 
 

数

度 
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の

合

戦

に

毎

度

に

鑓

あ

ら

ハ

二

度

の

か

け

合

に

ハ

誰

何

番

鑓

と 

 
 

三

度

め

の

か

け

合

に

は

誰

何

番

鑓

と

い

ふ

、

一

人

に

て

も

毎

度 

 
 

の

鑓

を

セ

ハ

何

か

し

ハ

幾

度

の

一

番

鑓

幾

度

の

二

番

鑓

と

い

ふ

、 

 
 

初

度

に

は

一

番

鑓

に

て

後

に

ハ

二

番

鑓

な

ら

ハ

誰

ハ

初

度

合 

 
 

戦

に

は

何

番

鑓

、

後

の

た

ひ

に

は

何

番

鑓

ハ

と

い

ふ

、

扨

又

一

番 

 
 

鑓

ハ

手

前

に

て

合

に

二

番

鑓

ハ

深

入

し

て

敵

の

備

の

明

筋

江 

 
 

鑓

を

入

て

一

番

鑓

と

功

を

争

と

も

一

番

ハ

一

番

、

二

番

ハ

二

番

と 

 
 

定

の

こ

と

く

に

分

へ

し

、

子

細

ハ

一

番

鑓

の

進

む

を

見

て
社
二

（
こ
そ
）

番

鑓 

 
 

ハ

進

み

た

れ

、

た

と

へ

敵

の

真

中

へ

入

こ

み

鑓

を

仕

と

も

其

志

は 

 
 

一

番

鑓

に

お

と

れ

り

、

亦

一

番

鑓

ハ

手

前

に

て

鎗

合

所

ハ

鈍

と

も 
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強

鑓

な

り

、

其

故

ハ

諸

人

の

進

ぬ

所

を

抽

て

手

初

を

す

る

志

ハ

中

々 

 
 

無

比

類

事

な

る

ゆ

へ

な

り

、

又

一

番

鎗

を

合

る

兵

か

其

場

切

に

な

け 

 
 

突

に

す

る

か

亦

ハ

鑓

を

切

折

れ

な

と

し

て

刀

を

ぬ

き

二

番

鎗 

 
 

合

時

に

鎗

脇

を

詰

た

る

ハ

一

番

鑓

を

合

セ

其

上

二

番

鑓

の

脇 

 
 

詰

の

太

刀

一

場

に

て

両

度

の

か

セ

き

と

い

ふ

也

、

鑓

下

の

高

名

セ 

 
 

は

一

番

鑓

を

合

、
剰
鑓

（
あ
ま
つ
さ
え
）

下

の

高

名

遂

と

い

ふ

物

也

、

如

此

の

品 

 
 

を

能

吟

味

有

て

功

を

分

に

謬

り

（
あ
や
ま
）

な

く

諸

卒

の

恨

を

不

 

 
 

請

様

に

心

得

へ

し

 

  
 

 
 

 

一

番

鎗

論

の

事
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一 

虎

口

場

に

の

そ

ミ

て

味

方

の

兵

二

人

一

番

鎗

を

合

セ

二

人

な

か

ら 

 
 

一

番

鑓

と

争

に

、

其

場

一

所

に

て

立

双

て

鑓

合

た

ら

は

其

内
ニ 

 
 

備

を

走

り

出

る

所

の

早

き

を

一

番

鎗

と

い

ふ

、

若

備

を

出

る

所 

 
 

も

鑓

合

も

同

前

の

時

に

て

し

か

も

同

場

な

ら

ハ

大

前

に

立

を 

 
 

一

番

鑓

と

い

ふ

、

場

所

ち

が

ひ

た

ら

は

敵

の

備

の

鋒

へ

か

ゝ

る

を

一 

 
 

番

鑓

と

し

備
ソ
ナ
イ

の

端

へ

か

ゝ

る

を

二

番

鎗

と

す

、

又

道

筋

を

行

を 

 
 

一

番

鎗

と

し

道

脇

か

又

は

は

つ

れ

を

行

て

合

る

を

二

番

鑓

と 

 
 

い

ふ

、

或

ハ

亦

左

右

を

わ

け

て

左

の

手

先

に

て

ハ

誰

か

一

番 

 
 

鑓

、

右

の

て

先

に

て

ハ

誰

一

番

鎗

と

い

ふ

、

一

備

に

て

も

二

人 

 
 

の

兵

別

々

の

組

下

な

ら

ハ

何

か

し

は

誰

の

組

の

一

番

鑓

、

な

に

し

ハ 
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は

ん

じ

や

う

何

か

し

か

組

の

一

番

鑓

と

分

る

な

り

、

乍

去

こ

れ 

 
 

ハ
一
番
鑓
の
二
人
論
す
る
時
の
心
得
の
ミ
、
本
法
に
ハ
一
番
鑓
ハ
其
そ
な
へ 

 
 

一

陣

の

内

に

一

人

な

ら

て

な

き

法

也

、

故

如

此

二

人

と

も

に

一

番

に 

 
 

鑓

を

す

る

を

は

一

番

二

番

を

不

分

二

人

ハ

な

か

ら

又

は

五

人 

 
 

有

ハ

五

人

と

も

に

鑓

を

合

す

る

と

い

ふ

法

也

、

た

と

へ

ハ

此

度

何 

 
 

国

に

て

も

合

戦

に

何

の

某

何

の

何

か

し

已

上

五

人

鑓

を

合 

 
 

る

と

い

ふ

心

持

也

 

  
 

 
 

 

鎗

場

古

例

の

事

 

一 

惣

て

軍

の

習

は

一

番

鑓

壱

人

進

行

鑓

合

ハ

二

番

め

は

多 

 
 

分

惣

か

ゝ

り

に

成

物

也

、

古

よ

り

二

番

鑓

有

事

先

稀

な

り 
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故

に

三

番

鎗

と

い

ふ

事

な

し

、

惣

て

刃

を

ま

し

へ

す

し

て

崩 

 
 

争

多

し

、

よ

く

〳
〵
た

か

ひ

に

強

敵

に

て

な

け

れ

ハ

と

も

に

ふ

み

こ 

 
 

た
へ
鑓
の
あ
ふ
事
ハ
な
き
物
也
、
乍
去
味
方
の
か
ゝ
り
か
ね
て
し
ゆ
ハ
す 

 
 

る

場

に

て

敵

強

く

こ

た

へ

つ

ゝ

一

番

二

番

の

鑓

合

て

も

勝

負 

 
 

不
付
、
味
方
ハ
猶
惣
か
ゝ
り
お
そ
な
ハ
る
時
、
三
番
と
い
へ
と
も
二
三
人
に
て 

 
 

走

出

一

番

二

番

の

鎗

合

て

追

つ

追

れ

つ

相

戦

所

へ

鎗

を

打

込 

 
 

ハ

三

番

鑓

と

い

ふ

也

、

是

も

一

番

二

番

の

兵

つ

ゝ

い

て

同

勢

を

出

離 

 
 

れ

紛

も

な

く

鎗

合

を

三

番

鑓

と

い

ふ

も

の

也

、

於

後

一

ッ

に

な

り

 

 
 

分

な

く

ハ

鑓

と

ハ

不

言

、

乍

去

左

様

の

事

ハ

な

き

こ

と

な

り 

 
 

一

番

鑓

さ

へ

不

合

し

て

其

侭

見

崩

に

す

る

事

軍

の

た

ひ 
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事

に

在

事

な

れ

ハ

ま

し

て

三

番

鑓

迄

こ

た

へ

る

事

ハ

な

き

も 

 
 

の

也

、

惣

て

古

今

と

も

に

鎗

の

有

事

ハ

百

度

に

一

度

か

二

度

か

な

ら 

 
 

て

は

な

き

物

也

、

互

に

能

々

強

敵

に

て

真

丸

に

立

堅

め

て

押 

 
 

む

か

ひ

ふ

み

こ

た

へ

る

場

に

て

な

け

れ

ハ

鎗

は

な

し

、

或

は

見

崩 

 
 

れ

亦

は

む

ら

か

り

か

ゝ

り

す

る

故

也

、

去

程

に

古

よ

り

一

番

鑓 

 
 

を

ほ

む

る

は

理

り

な

り

、

但

三

番

め

の

働

は

鎗

と

い

ふ

程

の

強 

 
 

み

な

き

か

、

乍

去

強

き

て

き

に

て

崩

か

ね

る

場

な

ら

ハ

三

番

め

の 

 
 

働

も

鎗

と

め

す

へ

し

也 

  
 

 
 

 

犬

鎗

の

事
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一 

凡

鎗

に

に

て

鑓

に

て

な

き

品

十

五

ヶ

条

有

、

是

を

者

鑓

セ

り 

 
 

合

と

も

ま

た

ハ

犬

鑓

と

も

い

ふ

、

第

一

に

敵

間

未

遠

く

三

町 

 
 

四

丁

有

に

味

方

の

兵

一

人

二

人

に

て

も

遠

か

ゝ

り

し

敵

の

備

へ 

 
 

か

ゝ

り

鎗

に

て

た

ゝ

き

合

是

を

抜

か

け

と

い

ふ

也

、

品

に

よ

り 

 
 

法

度

に

可

行

初

二

に

已

に

押

合

て

合

戦

は

し

ま

り

て

 

 
 

追

つ

返

し

つ

爰

か

し

こ

に

打

散

て

五

人

十

人

た

ゝ

き

あ

ふ 

 
 

事

、

第

三

に

鎗

場

と

い

ふ

と

も

七

八

人

よ

り

大

勢

す

ゝ

み

出 

 
 

鎗

を

入

た

ゝ

き

あ

ふ

事

、

第

四

に

て

き

み

か

た

押

合

セ

戦 

 
 

時

分

備

面

に

在

る

兵

と

皆

た

ゝ

き

合

も

の

也

、

是

を

入

込 

 
 

の

鎗

セ

り

合

と

い

ふ

、

鎗

と

ハ

不

言

也

、

第

五

に

城

責

の

時

城 
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下

江

附

或

は

さ

ま

ご

し

又

ハ

門

の

地

伏

の

下

或

ハ

城

の

上 

 
 

よ

り

突

合

事

、

第

六

に

敵

の

引

退

を

追

行

に

敵

の

ふ

 

 
 

り

も

と

り

鑓

に

て

払

遁

に

す

る

を

合

た

る

事

、

但

 

 
 

て

き

の

強

者

二

三

人

に

て

大

返

し

に

か

へ

し

来

る

時

味

か 

 
 

た

の

真

先

に

抜

い

て

お

ひ

ゆ

く

兵

一

二

人

に

て

ふ

み

こ

た

へ 

 
 

合

る

ハ

鎗

也

、

是

を

大

返

し

請

と

め

と

い

ふ

な

り

、

是

ハ

大

返 

 
 

し

小

返

に

て

も

な

く

た

ゝ

弱

者

の

敵

に

追

詰

ら

る

ゝ

を

難ナ

ン 

 
 

儀

し

て

ふ

り

戻

り

鑓

に

て

払

遁

に

す

る

事

也

、

第

七

 

 
 

に

一

番

鎗

を

合

る

と

い

ふ

と

も

敵

に

突

か

へ

さ

れ

て

二

番

の 

 
 

兵

に

渡

し

其

身

は

引

退

事

、

但

大

敵

故

一

旦

は

突

た
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て

ら

る

ゝ

と

い

ふ

と

も

足

な

み

に

は

不

遁

返

合

〳
〵
ふ

り

よ

く 

 
 

払

の

き

に

し

さ

り

つ

ゝ

弐

番

鎗

の

兵

を

待

付

亦

取

て

 

 
 

戻

し

鎗

を

合

る

は

鎗

ト

云

也

、

第

八

に

柵

を

隔

た

て

幕 

 
 

を

隔

て

突

あ

ふ

事

、

第

九

に

鎗

場

に

て

働

と

い

ふ

と

も 

 
 

馬

上

に

て

突

あ

ふ

事

、

惣

て

馬

上

の

鎗

と

い

ふ

事

な

し 

 
 

第

十

に

夜

討

夜

廻

の

時

敵

と

鼻

合

に

出

合

て

是

非

 

 
 

に

お

よ

は

す

た

ゝ

き

合

事

、

乍

去

夜

中

に

て

も

敵

み

か 

 
 

た

間

を

隔

て

ゝ

見

付

つ

ゝ

言

を

替

し

名

の

り

懸

て

じ

り

〳
〵 

 
 

と

押

合

る

時

其

先

蒐
（
か
く
）

し

て

鑓

を

入

兵

一

人

二

人

に

不

限 

 
 

七

八

人

に

て

も

勝

れ

進

む

は

一

番

二

番

を

分

鑓

と

定

事 
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田

中

野

合

の

作

法

に

同

前

也

、

第

十

一

に

敵

に

手

き

 

 
 

つ

く

追

詰

ら

れ

已

に

セ

な

か

を

突

る

ゝ

ゆ

へ

是

非

に

か

な 

 
 

ハ

す

身

の

火

払

に

ふ

り

戻

り

鎗

に

て

た

ゝ

き

合

事

 

 
 

但

敵

間

未

遠

時

能

塩

あ

ひ

を

見

切

強

者

と

も

取

て

 

 
 

返

し

ふ

み

こ

た

へ

逐
（
お
い
）

来

る

敵

を

待

請

合

る

ハ

鎗

な

り

、

こ 

 
 

れ

社
（
こ
そ
）

鑓

の

根

本

と

い

ふ

物

也

、

こ

ゝ

に

い

ふ

は

左

に

あ

ら

す 

 
 

足

行

に

て

遁

る

と

て

背

を

つ

か

る

ゝ

故

是

非

な

く

ふ

 

 
 

り

戻

り

鎗

に

て

払

に

け

（

逃

げ

）

に

す

る

事

な

り

、

第

十

二

敵

 

 
 

味

方

退

陳 （
陣
）

し

て

其

間

い

ま

た

遠

先

か

け

す

る

 

 
 

足

軽

大

将

と

も

敵

の

か

ゝ

る

を

見

て

足

軽

を

は

打

捨
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自

身

下

立

て

掛

り

つ

ゝ

突

あ

ふ

事

、

勿

論

て

き

の

 

 
 

か

ゝ

ら

さ

る

に

味

方

の

足

軽

大

将

下

立

て

己

一

身

の

 

 
 

働

を

志

し

敵

へ

か

ゝ

り

て

我

備

よ

り

一

町

も

二

町

も

先 

 
 

に

て

た

ゝ

き

合

事

、

第

十

三

に

て

き

（

敵

）

間

遠

き

時

に

壱

 

 
 

騎

二

騎

に

て

物

見

に

出

、

直

に

敵

へ

か

ゝ

る

か

又

先

に

居 

 
 

と

ま

り

敵

の

か

ゝ

り

来

る

を

待

て

み

か

た

の

先

備

ヨ

り 

 
 

二

町

も

三

町

も

先

に

て

た

ゝ

き

合

事

、

第

十

四

に

ハ

味

方

の 

 
 

物

見

拔

か

け

の

兵

と

も

敵

の

斥

候

拔

か

け

と

出

合

先 

 
 

に

て

た

ゝ

き

合

事

、

第

十

五

に

合

戦

又

は

セ

り

合

の

勝

負 

 
 

始

前

方

に

敵

味

方

の

心

懸

ハ

両

陳
（
陣
）

の

間

へ

出

合

、

或

ハ 
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矢

軍

し

或

者

鑓

に

て

た

ゝ

き

あ

ふ

事

、

右

十

五

ヶ

条

ハ 

 
 

セ

り

合

の

犬

鑓

と

号

し

て

鑓

と

ハ

不

言

、

右

に

記

す

 

 
 

八

ヶ

条

の

鑓

ハ

古

よ

り

の

良

将

定

置

給

ふ

所

也

、

故

に 

 
 

其

理

至

極

し

て

古

今

不

易

の

律

也

 

  
 

 
 

 

城

乗

の

事

 

一

 

城

乗

は

其

か

ま

へ

う

す

く

堀

浅

き

所

を

早

く

登

ル

 

 
 

を

手

柄

と

す

、

左

様

の

所

に

は

敵

大

勢

防

居

故

也

 

 
 

一

番

二

番

の

次

第

は

其

手

〳
〵
に

て

可

有

、

誰

か

手

 

 
 

に

て

ハ

誰

か

一

番

登

た

れ

二

番

乗

と

い

ふ

、

但

一

人

真

先 
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に

乗

を

一

番

乗

と

い

ふ

、

若

真

先

と

い

へ

と

も

二

人

あ

ら

は 

 
 

一

番

乗

と

は

不

言

、

た

ゝ

先

乗

と

い

ふ

、

先

乗

ハ

五

六

人 

 
 

七

八

人

ま

て

を

先

乗

と

い

ふ

、

少

の

遅

速

を

不

論

一

番

乗 

 
 

の

一

人

に

つ

ゝ

い

て

又

壱

人

抜

出

て

乗

を

二

番

乗

と

 

 
 

い

ふ

、

但

七

八

人

ま

て

二

番

乗

と

め

す

又

一

番

乗

し

て 

 
 

鑓

合

た

る

と

い

ふ

ハ

塀

口

門

口

に

不

限

其

一

番

乗

 

 
 

の

兵

か

先

を

先

に

攻

入

つ

ゝ

敵

は

二

人

三

人

有ア

ル

と

も

門

口 

 
 

か

道

筋

か

い

つ

れ

要

の

吭
（
の
ど
）

の

所

を

堅

防

守

り

、

備

を

 

 
 

設

居

所

へ

か

の

一

番

乗

の

兵

か

亦

真

先

に

攻

入

て

 

 
 

鑓

を

合

る

を

い

ふ

也

、

鑓

を

入

る

と

い

へ

と

も

は
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つ

れ

の

場

な

ら

で

鑓

と

は

不

言

、

一

番

乗

に

て

一

番

鑓

な 

 
 

ら

ハ

其

口

の

一

番

乗

、

則

一

番

鑓

と

い

ふ

乗

所

は

一

番 

 
 

に

て

鎗

合

所

ハ

二

人

と

も

あ

ら

ハ

一

番

乗

并

鑓

を

 

 
 

合

る

と

い

ふ

、

乗

込

所

は

先

の

り

に

て

鑓

合

る

所

は

 

 
 

一

番

な

ら

ば

何

か

し

は

其

口

の

先

乗

并

一

番

鑓

 

 
 

を

い

た

す

と

い

ふ

也

、

敵

大

勢

有

と

も

爰

か

し

こ

に

散 

 
 

居

る

か

亦

ハ

道

筋

に

て

も

備

も

不

設

所

へ

か

ゝ

り

候

 

 
 

鎗

と

ハ

不

言

、

塀

裏

へ

飛

下

則

そ

こ

に

て

た

ゝ

き

 

 
 

合

も

鑓

と

は

い

わ

す

、

右

に

い

ふ

通

り

に

本

ま

る

へ

 

 
 

の

道

筋

か

亦

ハ

肝

要

の

つ

ま

り

を

敵

は

一

・

二

人
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有

と

も

備

を

設

ふ

セ

き

守

る

所

へ

か

ゝ

り

鑓

を

入

を

鑓 

 
 

と

い

ふ

也ナ

リ

、

勿

論

諸

軍

に

先

立

紛

れ

な

き

を

鎗

と

い

ふ 

 
 

一

番

鎗

二

番

鑓

の

法

野

合

の

吟

味

に

同

前

也

、

但

一

備 

 
 

諸

手

に

勝

て

は

や

く

の

ら

ハ

其

手

の

一

乗
レ

番

を

惣

手

の 

 
 

一

番

乗

と

す

、

若

先

乗

の

兵

か

二

人

共

あ

ら

ば

つ

ゝ

く

兵

ハ 

 
 

二

番

乗

と

不

言

、

惣

し

て

鎗

も

城

の

り

も

其

一

・

二

を

□ ハ

ク

る 

 
 

程

に

て

ハ

細

に

一

足

の

違

を

も

吟

味

セ

ね

ハ

不
レ

叶

、

そ

れ

に

て 

 
 

ハ

物

の

吟

味

セ

わ

し

く

成

ゆ

へ

古

よ

り

一

人

先

に

進

む 

 
 

を

一

番

と

し

二

人

と

も

進

む

を

ハ

弐

は
（
番
ヵ
）

鎗

と

い

ふ

、

城

の 

 
 

り

を

ハ

只

先

乗

と

い

ふ

、

船

軍

の

法

も

同

前

也
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乗

込

の

事

 
一 
敵

中

へ

只

一

騎

真

先

に

馬

を

入

乗

崩

を

一

陳 （
陣
）

と

い

ふ

 

 
 

つ

ゝ

く

兵

ハ

二

騎

三

騎

ま

て

を

二

陣

と

い

ふ

、

そ

れ

よ

り 

 
 

多

は

の

里リ

こ

み

と

い

ふ

、

若

先

に

乗

込

と

い

ふ

と

も

二

人 

 
 

と

も

あ

ら

は

只

先

陣

と

名

付

一

陣

と

は

不

言

、

其

法

 

 
 

鑓

に

同

し

、

先

陣

に

二

騎

と

も

乗

込

ハ

つ

ゝ

く

兵

ハ

 

 
 

二

陣

と

不

言

、

一

陣

に

ハ

二

陣

有

、

先

陣

に

ハ

二

陣

な

し 

 
 

去

程

に

是

も

敵

間

已

に

十

七

八

間

に

引

請

て

鑓

も

可

有 

 
 

ほ

と

に

近

付

時

に

乗

込

を

一

陣

二

陣

先

陣

と

は

名

付

て

賞

翫 
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す

る

也

、

敵

間

遠

き

と

き

に

の

り

込

ハ

抜

か

け

と

い

ふ

也 

 
 

扨

ま

た

川

を

渡

ス

も

一

陣

二

陣

の

作

法

先

陣

一

陣

の

 

 
 

わ

か

ち

右

同

前

也

、

但

馬

上

に

鎗

を

持

て

突

合

た

り

 

 
 

と

も

鎗

と

は

い

わ

す

、

一

陣

は

一

陣

、

先

陣

は

先

陣

と

は 

 
 

か

り

い

ふ

者

也
 

  
 

 
 

 

鎗

脇

の

太

刀

の

事
 

一

 

か

ゝ

り

口

請

止

退

口

に

か

き

ら

す

鎗

を

合

す

る

兵

 

 
 

に

つ

ゝ

き

五

人

六

人

に

て

も

刀

を

抜

て

鑓

脇

を

詰

刀

 

 
 

を

添

る

を

鑓

脇

の

太

刀

と

い

ふ

、

況

や

鑓

下

へ

飛

込

敵 
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を

切

払

ハ

大

な

る

ほ

ま

れ

な

り

、

但

鑓

脇

詰

兵

ハ

多

 

 
 

し

て

三

人

に

不

過

物

也

、

子

細

は

大

か

た

先

鑓

を

持

故 

 
 

に

刀

に

て

進

む

者

稀

な

り

、

若

剛

者

な

と

か

人

に

 

 
 

先

セ

ら

れ

二

番

鎗

を

ハ

嫌

ひ

鑓

を

捨

刀

に

て

飛

入

 

 
 

か

或

ハ

急

成

事

に

て

人

毎

に

持

鑓

不

続

ゆ

へ

に

刀

に

て 

 
 

か

ゝ

る

か

両

条

に

い

つ

れ

不

洩

ゆ

へ

鑓

脇

の

太

刀

は

 

 
 

少

も

の

也

、

若

鎗

合

所

へ

つ

ゝ

く

兵

刀

を

持

は

鑓

脇

の 

 
 

太

刀

と

い

ふ

、

鑓

を

持

ハ

二

番

鎗

と

心

得

へ

し

、

若
（
も
し
）

真 

 
 

先

へ

二

人

進

む

に

供

に

鑓

を

持

ハ

い

ふ

に

不

及

二

人

な 

 
 

か

ら

鑓

と

い

ふ

、

其

内

一

人

刀

を

持

ハ

鑓

脇

の

太

刀

と 
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い

ふ

、

た

と

へ

ハ

真

先

に

三

人

進

む

に

其

内

に

鑓

持

た

る 

 
 

を

鎗

を

合

と

い

ふ

、

刀

持

有

ハ

鑓

脇

の

太

刀

と

し

、

弓

有

は 

 
 

鑓

わ

き

の

弓

と

い

ふ

、

但

鑓

も

ち

た

る

兵

刀

持

弓

持

の

二 

 
 

人

と

か

ゝ

り

口

一

同

か

又

ハ

お

そ

く

ハ

只

鑓

と

い

ふ

、

一

番

鎗

と

は 

 
 

云

さ

る

也

 

  
 

 
 

 

鎗

脇

の

弓

の

事
 

一 

鎗

合

る

兵

に

つ

ゝ

き

弓

を

以

て

か

ゝ

り

つ

ゝ

鎗

脇

に

立 

 
 

敵

の

勢

か

ゝ

る

杉

先

を

矢

つ

き

は

や

に

射

あ

ら

し

鎗

 

 
 

合

る

兵

に

刀

を

添

る

を

鑓

脇

の

弓

と

い

ふ

、

但

時

に

寄 
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鉄

砲

に

て

鎗

わ

き

を

詰

る

事

も

有

、

鑓

脇

の

弓

鉄

 

 
 

砲

は

幾

人

に

不

限

也

、

さ

言

て

も

多

く

ハ

ま

た

な

き 

 
 

者

也

、

古

よ

り

五

人

六

人

ゟ

多

く

ハ

不

聞

 

  
 

 
 

 

鎗

下

の

高

名

 

一

 

鑓

ワ

き

を

詰

る

兵

に

て

も

亦

ハ

あ

と

よ

り

走

り

つ

 

 
 

き

た

る

兵

に

て

も

刀

を

抜

て

鎗

合

最

中

に

飛

込

 

 
 

切

ふ

セ

く

み

ふ

セ

て

鑓

合

下

に

て

首

を

取

を

鑓

下

 

 
 

の

高

名

と

い

ふ

、

但

味

方

の

鑓

合

る

兵

の

鑓

付

た

る

 

 
 

是

を

鑓

わ

き

の

兵

討

取

と

も

同

前

に

鑓

下

の
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高

名

と

い

ふ

、

敵

み

か

た

少

も

不

退

勝

負

を

決

す

る

最

中 

 
 

に

て

取

難

き

首

ゆ

へ

賞

禄

す

る

也

、

鑓

下

の

高

名

も

 

 
 

三

人

四

人

在

事

も

有

亦

壱

人

も

な

き

事

も

在

へ

し

、

 

 
 

但

て

き

も

み

か

た

も

惣

手

の

先

を

か

け

虎

口

へ

出

て

鑓

を 

 
 

す

る

程

の

剛

者

と

も

か

只

今

を

限

と

白

刃

を

ま

し

へ

死

生 

 
 

を

一

挙

に

き

わ

め

て

攻

戦

場

な

れ

ハ

刀

は

か

り

に

て

ふ

み 

 
 

込

鑓

下

へ

く

ゝ

り

入

万

に

一

ッ

も

た

す

か

る

事

ハ

な

き

者

也 

 
 

故

に

鑓

下

の

高

名

ハ

其

志

を

ほ

む

る

の

み

な

ら

ず

 

 
 

其

天

運

の

強

き

を

か

ん

す

へ

し
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組

討

の

高

名

の

事

 
一 

く

み

討

に

其

い

ろ

六

ッ

有

、

第

一

に

て

き

味

方

の

剛

者

共 

 
 

鑓

を

合

る

と

言

と

も

勝

負

不

決

を

せ

ゐ

て

た

き

り

 

 
 

た

る

兵

鑓

を

擢 （
搔
）

く

ゝ

り

込

て

組

か

亦

ハ

鑓

打

折

て

 

 
 

飛

込

て

引

く

み

鑓

あ

わ

す

最

中

に

首

を

取

を

鑓

場

 

 
 

の

組

討

と

い

ふ

、

鑓

を

仕

剰

鑓

場

の

く

み

討

を

致

す

と 

 
 

い

ふ

者

な

り

、

第

二

に

敵

中

へ

の

り

込

馬

上

よ

り

組

て 

 
 

落

て

高

名

一

陣

な

ら

ハ

一

陣

先

陣

な

ら

は

先

陣

に

 

 
 

乗

込

く

み

討

を

仕

と

い

ふ

、

其

外

ハ

乗

込

て

く

み

討
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を

仕

た

り

と

い

ふ

、

第

三

に

太

刀

討

し

て

互

に

飛

込

て

引 

 
 

く

み

て

の

高

名

、

第

四

に

鎗

脇

の

太

刀

武

者

に

て

も

あ 

 
 

と

よ

り

走

り

つ

ゝ

き

た

る

兵

に

て

も

鎗

合

最

中

に

鑓

下 

 
 

ゑ

飛

込

く

ミ

て

伏

し

て

の

高

名

、

こ

れ

を

な

つ

け

て

鑓

下 

 
 

の

組

討

と

い

ふ

、

第

五

に

た

か

ひ

に

物

見

に

出

つ

ゝ

寄

合

頭

に 

 
 

出

逢

て

の

組

討

、

第

六

に

我

退

口

□ （
際
）

て

取

て

か

へ

し

 

 
 

ふ

み

止

り

逐

ひ

来

ル

て

き

と

引

く

み

て

首

を

取

事

 

 
 

是

を

退

口

の

組

討

と

い

ふ

、

右

六

ヶ

条

の

組

討

の

内

物 

 
 

見

の

く

み

討

を

は

禁

な

り
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場

中

之

高

名

勝

負

之

事

 
一

 
敵

味

方

相

対

し

て

合

戦

已

に

て

始

前

方

其

間

二

町

 

 
 

三

町

へ

た

ゝ

り

た

る

時

両

方

よ

り

心

か

く

る

兵

と

も

五

人 

 
 

十

人

真

中

へ

出

張

、

弓

・

鉄

砲

長

刀

等

の

将
（
マ
マ
）

道

具

を

持 

 
 

て

出

、

追

つ

か

へ

し

つ

セ

り

合

を

場

中

の

勝

負

と

 

 
 

い

ふ

、

そ

こ

に

て

弓

鉄

砲

に

て

う

ち

た

お

し

亦

ハ

突

 

 
 

ふ

セ

切

ふ

せ

首

を

取

を

場

中

の

高

名

と

い

ふ

、

扨

其

 

 
 

者

と

も

ふ

み

こ

た

へ

に

ら

み

合

内

に

て

き

味

方

そ

 

 
 

な

へ

を

立

寄

次

第

〳

〵

に

近

付

互

に

し

ほ

〳

〵

と

押

着
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そ

こ

に

て

鉄

砲

も

納

り

つ

ゝ

鑓

は

し

ま

る

物

也

、

乍

去

軍 

 
 

は

定

な

き

も

の

な

れ

は

必

定

軍

の

度

毎

に

如

此

の

首

尾 

 
 

有

と

い

ふ

事

に

て

ハ

な

し

、

場

中

の

勝

負

な

く

て

鑓

の 

 
 

有

事

も

有

へ

し

、

場

中

の

勝

負

有

て

鑓

な

き

事

 

 
 

も

あ

る

へ

し

、

如

此

の

品

々

を

か

ん

か

へ

其

の

心

得

有

へ

し 

  
 

 
 

 

崩

涯

の

高

名

の

事
 

一 

て

き

味

方

已

に

鑓

場

に

臨

、

み

か

た

の

兵

真

先

に

進

て 

 
 

鑓

を

合

セ

ん

と

か

ゝ

る

と

い

へ

と

も

敵

こ

た

へ

す

と

つ

と

崩 

 
 

れ

る

時

其

兵

直

に

走

り

付

突

ふ

セ

首

を

取

を

崩

涯
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の

高

名

と

い

ふ

、

て

き

こ

た

へ

は

何

程

強

き

鑓

も

可

在 

 
 

と

い

へ

と

も

敵

こ

た

へ

ぬ

故

鑓

合

セ

す

と

も

其

志

ハ

同

前

な

る 

 
 

故

に

こ

の

高

名

ハ

追

討

同

前

た

る

と

い

へ

と

も

、

真

先 

 
 

に

進

み

出

る

意

地

称

美

し

て

其

心

さ

し

の

規

模

 

 
 

を

あ

ら

ハ

し

崩

涯

の

高

名

と

い

ふ

 

  
 

 
 

 

鎗

場

の

高

名

の

事
 

一 

或

ハ

か

ゝ

り

口

或

は

請

止ト

メ

亦

は

付

入

大

返

し

小コ

返

し

の

場 

 
 

に

か

き

ら

す

八

ヶ

条

の

鑓

場

に

お

ゐ

て

鎗

合

る

兵

の

其 

 
 

鎗

合

手

を

突

ふ

セ

鑓

合

最

中

に

其

首

を

取

た

る

を
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鎗

場

の

高

名

と

い

ふ

、

其

加

勢

幾

千

の

手

強

き

亊

是

 

 
 

に

ひ

す

へ

き

高

名

な

し

と

い

へ

と

も

千

度

に

一

度

も

な

き 

 
 

こ

と

也

、

か

ゝ

る

時

の

鎗

場

な

ら

ハ

懸

り

口

の

鎗

場

の

高

名 

 
 

請

と

め

な

ら

ハ

請

止

の

鑓

場

、

小

返

し

大

返

し

な

ら

ハ

其

品

々

 

 
 

の

鎗

場

一

番

鎗

場

な

ら

ハ

一

番

鎗

場

と

い

ふ

、

証

文

に

は

た 

 
 

と

へ

は

そ

こ

ニ

而

鎗

を

あ

わ

セ

鎗

場

の

高

名

を

遂

と

い

ふ 

 
 

也

、

凡

其

品

三

有

り

、

第

一

に

鎗

を

あ

わ

す

と

い

へ

と

も

或

は 

 
 

鑓

打

折

亦

ハ

短

気

な

り

兵

に

て

セ

い

て

鎗

を

捨

刀

を

抜 

 
 

て

飛

こ

み

敵

を

切

崩

す

を

鑓

場

の

太

刀

討

と

い

ふ

、

其 

 
 

場

に

て

則

切

ふ

セ

組

伏

首

ヲ

取

を

鎗

場

太

刀

討

の

高

名

亦 
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ハ

鑓

場

く

み

討

の

高

名

と

い

ふ

、

第

二

向

の

相

手

を

鎗

付

ふ

ミ 

 
 

こ

み

て

の

高

名

、

第

三

に

た

と

へ

ハ

二

人

立

な

ら

ひ

て

鑓

合

に 

 
 

壱

人

の

兵

の

鎗

付

た

る

首

を

今

一

人

の

兵

か

鎗

を

す

て 

 
 

飛

込

て

取

亊

、

是

は

人

の

鑓

付

た

る

を

取

は

鎗

下

の

高 

 
 

名

に

似

た

れ

と

も

鎗

場

の

高

名

と

い

ふ

事

ハ

己

鎗

を

セ

す

し 

 
 

て

人

の

鑓

付

た

る

首

を

取

は

鎗

下

な

れ

と

も

己

も

鎗

を 

 
 

合

た

る

上

な

る

ゆ

へ

如

此

右

三

段

の

高

名

何

も

鎗

合

最 

 
 

中

勝

負

未

決

中

に

其

場

に

て

の

高

名

を

鎗

場

の

高

 

 
 

名

と

い

ふ

、

或

ハ

問

て

言

鎗

を

合

て

突

伏

其

場

に

て

 

 
 

高

名

は

不

成

物

也

、

十

か

十

な

か

ら

討

死

す

る

ゆ

へ

に 
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助

か

る

ハ

稀

也

、

去

程

に

鎗

を

合

向

の

相

手

を

突

ふ

セ

其 

 
 

場

に

て

高

名

の

し

ら

る

ゝ

程

の

場

は

鎗

と

可

言

理

り

な

し 

 
 

子

細

は

鎗

と

い

ふ

は

何

も

け

ハ

し

き

場

に

て

な

か

〳
〵
高

名 

 
 

不

成

物

也

、

即

答

て

曰

、

勿

論

其

理

一

徃

有

と

い

へ

と

も 

 
 

か

た

つ

ま

り

た

る

吟

味

な

り

、

敵

み

か

た

の

剛

の

者

共

互

に 

 
 

己

か

備

を

抽

て

相

か

ゝ

り

し

て

鎗

を

あ

わ

す

る

時

敵

の 

 
 

鎗

よ

り

み

か

た

の

鎗

大

せ

ひ

に

て

然

も

敵

み

か

た

の

惣

懸 

 
 

り

お

そ

き

時

は

味

方

に

助

手

多

く

て

き

に

な
助
手

き

ゆ

へ

 

 
 

如

此

の

場

に

て

ハ

必

鎗

を

合

其

場

に

て

も

高

名

成

も

の 

 
 

な

り

、

乍

去

そ

れ

ハ

稀

な

る

こ

と

也

、

鎗

場

に

て

ハ

手

前

け 
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ハ

し

く

鎗

を

突

に

隙

な

き

ゆ

へ

、

た

と

へ

突

伏

て

も

鎗

を

な

け 

 
 

て

飛

込

首

を

取

事

は

難

成

物

也

、

若

首

を

と

れ

は

己

か

身 

 
 

を

突

る

ゝ

ゆ

へ

其

所

迄

は

貪

着

な

く

た

ゝ

身

の

火

を

払

に 

 
 

か

ゝ

り

居

故

此

高

名

ハ

稀

な

り

、

敵

の

鎗

よ

り

み

か

た

の

鑓 

 
 

多

て

き

の

つ

く

〳
〵
惣

か

ゝ

り

お

そ

く

彼

是

の

仕

合

調

か

 

 
 

ね

は

鑓

場

の

高

名

は

不

成

物

也

、

勿

論

一

番

鎗

を

合

る 

 
 

兵

の

鎗

場

の

高

名

を

す

る

事

も

有

へ

し

、

た

と

へ

鎗

 

 
 

場

に

て

突

ふ

セ

た

り

と

も

敵

こ

た

ゑ

す

崩

行

は

其

 

 
 

高

名

ハ

逐

討

同

前

也

、

て

き

味

方

の

鑓

合

最

中

 

 
 

勝

負

未

決

の

間

互

に

つ

か

へ

戦

内

の

高

名

を

鎗
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場

と

ハ

い

ふ

な

り

、

右

に

い

ふ

鎗

下

の

高

名

も

同

し

心

也

、

若 

 
 

鎗

を

合

時

て

き

よ

り

合

手

も

合

セ

不

出

、

直

に

敵

備

ゑ 

 
 

鎗

を

入

亦

ハ

敵

の

鎗

は

味

方

よ

り

多

し

か

れ

と

も

敵

の

惣

か

ゝ

り 

 
 

つ

ゝ

く

場

な

ら

ハ

一

人

し

て

四

人

五

人

を

合

手

と

し

た

ゝ

か

ふ 

 
 

物

也

、

故

に

た

と

へ

一

人

合

手

を

鑓

付

て

も

残

り

の

敵

有

て 

 
 

鎗

場

の

高

名

は

不

成

者

な

り

、

若

す

く

れ

た

る

兵

ニ

而

 

 
 

ふ

み

込

て

高

名

す

る

と

も

敵

の

鎗

さ

き

な

れ

は

千

に

 

 
 

一

ッ

も

不

可

助

、

去

程

に

鎗

場

鎗

下

二

ヶ

条

の

高

名

は

そ 

 
 

の

強

み

た

ぐ

ひ

な

き

も

の

也
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退

口

の

高

名

の

事

 
一 
味

方

退

口

の

時

ふ

み

こ

た

へ

敵

の

抽

て

逐

来

兵

と

勝

負

し 

 
 

て

首

を

取

を

退

口

の

高

名

と

い

ふ

也

、

况

退

口

混

乱

す

る 

 
 

中

に

て

味

方

手

負

死

人

を

引

か

け

て

退

、

剰

其

当

の

 

 
 

て

き

を

討

て

高

名

せ

は

甚

以

強

き

働

な

り

、

か

様

の

 

 
 

事

を

こ

そ

誉

と

は

い

ふ

也

、

右

退

口

の

高

名

は

崩

れ

 

 
 

口

の

高

名

共

い

ふ

也

 

  
 

 
 

 

各

将

の

軍

に

無

鎗

事

 

一 

名

大

将

と

名

大

将

と

の

合

戦

に

は

上

下

か

け

引

た

る
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み

な

く

一

同

す

る

ゆ

へ

に

詰

る

鎗

は

な

き

者

也

、

鎗

有

と

も 

 
 

最

初

鎗

二

三

人

に

て

二

番

目

ハ

惣

か

ゝ

り

な

る

者

也

 

  
 

 
 

 

侍

上

下

次

第

の

事

 

一 

凡

功

有

侍

を

よ

ふ

に

其

名

六

ッ

有

、

第

一

に

或

は

初

陳
（
陣
）

の 

 
 

若

者

一

・

二

度

の

セ

り

合

に

も

出

、

剛

者

の

鎗

を

す

る

後

を 

 
 

も

く

ろ

め

、

亦

ハ

朝

待

夜

討

か

ま

り

の

時

ふ

り

よ

く

手 

 
 

を

ふ

さ

き

、

或

は

大

合

戦

の

時

も

追

首

と

い

へ

と

も

早

と 

 
 

り

、

亦

は

退

口

に

も

人

な

み

よ

り

跡

に

の

く

を

ハ

心

操

と 

 
 

名

つ

け

て

是

を

利

口

者

と

い

ふ

、

第

二

に

其

心

は

セ
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二

・

三

度

に

及

其

上

鎗

脇

の

働

一

両

度

も

在

を

名

付

 

 
 

て

か

い

〳
〵
し

き

者

と

い

ふ

、

第

三

に

働

に

き

見

よ

く

強 

 
 

み

は

さ

の

ミ

な

け

れ

と

も

度

毎

に

手

に

合

逐

首

と

 

 
 

い

へ

と

も

早

く

取

夜

待

朝

込

に

も

人

先

に

首

数

を

取

 

 
 

よ

り

を

不

切

手

を

ふ

さ

け

る

を

用

に

た

り

と

も

亦

ハ

物 

 
 

仕

と

も

い

ふ

、

第

四

に

か

い

〳
〵
敷

事

四

度

五

度

に

余

り 

 
 

鎗

下

の

高

名

脇

詰

く

み

う

ち

太

刀

討

或

ハ

一

番

乗

り

 

 
 

亦

ハ

鎗

を

合

、

ヶ

様

の

事

八

九

度

に

も

及

を

覚

の

者

 

 
 

と

い

ふ

、

第

五

場

か

す

（

場

数

）

な

く

と

も

働

程

の

所

手

強

き

事 

 
 

の

み

有

を

剛

者

と

い

ふ

、

是

に

場

か

す

あ

ら

ハ

剛

の

兵

迚 
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お

ほ

ゑ

の

者

と

も

い

ふ

、

第

六

に

少

身

た

り

と

い

へ

と

も

其

気 

 
 

せ

う

よ

の

つ

ね

な

ら

す

軍

の

始

終

盛

衰

を

察

し

戦

 

 
 

て

利

有

間

鋪

に

は

大

将

を

諌

め

止

、

可

勝

因

を

見

請

 

 
 

て

ハ

惣

軍

を

諌

め

、

抜

か

け

を

押

へ

後

る

ゝ

者

を

励

し

前 

 
 

後

左

右

を

下

知

し

惣

軍

を

一

同

さ

セ

其

身

真

先

に

 

 
 

鎗

を

あ

わ

セ

大

軍

を

な

ひ

け

長

追

す

る

を

ハ

制

し

 

 
 

止

め

已

後

殿

し

堅

固

に

味

方

を

引

取

こ

た

へ

難

き

を

 

 
 

ふ

み

こ

た

へ

惣

軍

の

危

を

助

け

或

は

味

方

の

敵

に

 

 
 

く

ひ

留

ら

れ

引

取

か

ぬ

る

時

は

両

軍

の

間

へ

乗

込

 

 
 

堅

固

に

人

数

を

引

あ

け

、

弓

箭

の

吟

味

を

能
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せ

ん

さ

く

し

て

万

事

の

か

な

め

を

か

せ

き

、

或

ハ

み

か 

 
 

た

の

退

後

れ

た

る

を

助

手

負

死

人

を

か

け

て

の

 

 
 

き

、

の

き

口

に

は

防

矢

射

或

ハ

返

し

合

て

鎗

を

あ

 

 
 

わ

セ

大

敵

を

逐

か

へ

し

場

数

は

少

く

と

も

非

太

刀

の

不 

 
 

入

働

を

専

と

し

物

毎

大

様

に

し

て

小

事

に

か

ゝ

ハ

ら

 

 
 

す

大

軍

を

引

廻

す

へ

き

器

量

有

を

大

剛

の

 

 
 

武

士

と

い

ふ

な

り

、

如

此

の

士

を

物

す

に

任

し

権

柄

を 

 
 

さ

つ

け

人

数

を

預

へ

し

、

た

と

へ

一

身

の

働

は

千

 

 
 

度

有

と

も

其

こ

こ

ろ

さ

し

ハ

少

く

意

地

に

か

さ

 

 
 

な

き

士

を

は

古

よ

り

匹

夫

の

勇

と

号

し

て

必

将

吏
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の

官

に

不

任

と

見

へ

た

り

、

城

責

野

合

の

合

戦

に

不

 

 
 

限

せ

り

あ

い

足

軽

の

場

に

て

も

必

か

さ

有

侍

は

勝

れ

 

 
 

て

見

ゆ

る

物

也

、

一

度

の

鎗

を

誉

も

鋒

へ

抽

る

意

 

 
 

地

を

以

て

也

、

殊

に

大

合

戦

に

も

敵

味

方

六

七

人

 

 
 

の

鎗

を

合

る

勝

負

に

両

軍

一

万

二

万

の

勝

負

成

故

 

 
 

鎗

を

す

る

鎗

ハ

先

剛

に

し

て

軍

の

相

色

を

よ

く

見

 

 
 

知

ら

ね

ハ

不

叶

故

、

か

さ

な

き

士

は

不

叶

事

な

り

 

 
 

是

を

以

て

少

身

に

て

も

本

の

兵

一

番

鎗

・

二

番

鎗

強

 

 
 

敵

な

ら

ハ

三

番

鎗

も

誉

な

ら

ん

、

惣

し

て

て

き

間

二

十 

 
 

間

三

十

間

一

町

の

内

外

勝

負

の

始

る

少

し

前

善

悪
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ハ

間 見

ゆ

る

物

な

り

、

子

細

ハ

弓

鉄

砲

の

せ

り

合

最

中

の 

 
 

事

は

二

十

間

三

十

間

の

間

な

る

ゆ

へ

矢

鉄

砲

の

ふ

る

ほ 

 
 

と

来

つ

ゝ

手

負

死

人

し

や

う

き

倒

し

に

重

る

場

に

て

 

 
 

抽

る

侍

は

一

番

鎗

の

棟

梁

た

る

へ

し

、

一

度

の

鎗

を

誉

 

 
 

も

人

の

す

ゝ

み

得

ぬ

所

を

抽

る

意

地

を

以

て

か

様

の

士

に 

 
 

智

謀

有

を

こ

そ

大

剛

の

兵

一

人

当

千

と

も

い

ふ

へ

 

 
 

け

れ

、

殊

に

城

攻

野

合

の

戦

に

不

限

千

二

千

の

一

備

 

 
 

の

中

よ

り

二

人

三

人

勝

て

ふ

り

見

事

に

こ

た

へ

る

ハ

 

 
 

一

度

に

て

も

覚

の

侍

剛

の

武

士

と

い

ふ

へ

け

れ

、

故

に 

 
 

退

時

に

も

か

ゝ

る

時

に

も

千

万

人

に

抽

る

人

ハ

英

雄
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と

号

し

て

侍

の

棟

梁

た

り

、

た

と

へ

鎗

を

不

合

と

も

首

ハ 

 
 

不

取

と

も

其

身

に

徳

そ

な

ハ

り

人

を

な

つ

け

士

卒

を

 

 
 

愛

し

忠

義

を

元

と

し

只

中

に

有

て

大

軍

を

 

 
 

扱

ひ

軍

の

得

失

を

察

し

謀

を

た

く

ら

み

に

し

 

 
 

大

敵

の

威

を

く

た

き

刄

に

血

を

つ

け

す

し

て

凶

徒

を

万 

 
 

里

の

外

に

屈

る

を

大

勇

の

侍

と

号

し

て

人

傑

と

ほ

 

 
 

め

た

り

、

弓

矢

の

長

者

武

道

の

守

護

神

と

も

い

ふ

也

 

 
 

誠

策

を

帷

幄

の

中

に

運

し

勝

こ

と

を

千

里

の

 

 
 

外

に

決

と

高

祖

の

張

良

を

ほ

め

給

ふ

は

是

也

、

惣

而

一

国

 

 
 

の

大

将

の

武

功

有

を

ハ

勇

将

と

も

弓

取

と

も

い

ふ

、

其 
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上

強

き

働

有

を

は

剛

将

と

名

付

て

其

大

将

に

仁

徳

 

 
 

智

謀

有

を

名

大

将

と

い

ふ

也

、

一

郡

一

城

の

士

大

将

の 

 
 

如

此

な

る

を

ハ

武

辺

者

亦

ハ

大

剛

の

士

大

将

と

い

ふ

、

乍

去 

 
 

こ

れ

は

主

君

有

人

の

事

也

、

主

君

さ

へ

な

く

は

一

郡

一

城 

 
 

の

主

と

い

ふ

と

も

是

を

名

大

将

と

い

ふ

者

也

、

只

右

に

い

ふ 

 
 

通

に

か

り

そ

め

に

も

大

勇

な

る

侍

を

取

立

る

事

 

 
 

肝

要

な

り

、

韓

信

か

胯

下

を

く

ゝ

り

し

も

大

剛

と

ほ

 

 
 

む

る

も

是

な

る

へ

し

 

  
 

 
 

 

鎗

并

脇

詰

太

刀

鎗

下

の

高

名

の

事
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一 

大

勇

の

取

は

天

下

の

大

切

な

れ

ハ

不

及

論

一

身

の

働

の 

 
 

内

に

は

鎗

を

第

一

と

す

る

、

子

細

は

敵

味

方

数

万

 

 
 

の

軍

兵

を

卒

し

死

生

を

き

わ

め

押

合

る

鋒

に

 

 
 

て

の

事

な

れ

は

万

死

一

生

の

手

柄

也

、

殊

に

一

番

鎗

 

 
 

な

と

ハ

た

ゝ

一

人

な

れ

は

若

相

手

不

出

合

し

て

待

う

け 

 
 

た

る

大

敵

の

鎗

前

へ

か

ゝ

り

て

ハ

千

に

一

も

助

は

稀

な

り 

 
 

去

ハ

一

度

の

一

番

鎗

を

自

余

の

か

せ

き

十

度

に

も

 

 
 

勝

る

と

誉

ハ

理

り

な

り

、

但

鎗

場

の

太

刀

な

と

ハ

鎗

を 

 
 

す

る

人

よ

り

先

へ

踏

込

て

き

を

切

払

、

亦

は

鎗

を

 

 
 

切

折

な

ん

と

す

る

ハ

鑓

よ

り

強

る

な

れ

と

も

鎗

を
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あ

わ

す

る

羽

か

い

の

下

の

か

せ

き

な

れ

ハ

鎗

よ

り

芬
（
ふ
ん
）

所

也 

 
 

尚

以

鎗

下

の

高

名

も

鑓

合

る

最

中

に

鑓

下

へ

飛

 

 
 

込

て

の

高

名

な

れ

は

是

も

鎗

よ

り

勝

か （
る
）

な

れ

と

も

是

 

 
 

も

鎗

を

た

よ

り

つ

ゝ

其

下

に

て

の

働

き

な

れ

ハ

是

 

 
 

以

鎗

に

芬

り

、

一

番

鎗

合

る

兵

ハ

云

に

お

よ

ハ

す

鑓

ワ 

 
 

き

の

太

刀

も

鎗

下

の

高

名

も

十

に

九

ッ

討

死

す

る

歟

 

 
 

深

手

を

負

か

い

つ

れ

た

す

か

る

は

稀

な

り

、

三

州

の

下 

 
 

こ

の

諺

に

い

ふ

ハ

惣

し

て

針

武

辺

と

糸

武

辺

と

二

 

 
 

ヶ

条

在

り

鎗

を

合

人

先

を

致

は

針

武

邊

其

外

 

 
 

ハ

糸

武

辺

也

、

針

の

通

り

た

る

跡

ハ

糸

ハ

通

り

安 （
易
）

故
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其

諺

如

此

鎗

に

つ

ゝ

き

鎗

下

の

高

名

を

誉

も

惣

手

 

 
 

の

先

を

か

け

開

を

抜

鎗

に

つ

ゝ

き

地

煙

を

ふ

み

た

 

 
 

て

攻

戦

最

中

に

一

心

に

お

も

ひ

切

刀

を

抜

て

ふ

み

込

 

 
 

む

意

地

を

以

也

、

惣

て

鎗

の

合

事

は

敵

味

方

互

に

強

 

 
 

し

て

ふ

み

こ

た

へ

ね

ハ

な

き

者

也

、

か

る

か

ゆ

へ

に

鎗

合

時 

 
 

ハ

互

に

刀

足

を

出

し

踏

た

つ

る

煙

に

て

二

間

先

は ハ

 

 
 

不

見

物

也

、

其

上

無

性

に

成

て

敵

の

具

足

善

 

 
 

物

の

色

亦

ハ

い

つ

く

に

て

何

と

有

も

不

覚

朧

月

夜

 

 
 

の

こ

と

く

た

ゝ

夢

を

見

る

様

成

者

也

、

但

我

よ

り

 

 
 

さ

き

へ

抽

る

人

ハ

能

覚

留

物

也

、

故

に

勝

れ

た

る

働
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に

は

証

人

不

入

と

い

ふ

ハ

諸

人

に

先

立

ゆ

へ

惣

軍

の

目 

 
 

に

か

ゝ

る

を

以

也

、

亦

後

陣

に

て

先

手

を

見

る

に

 

 
 

敵

味

方

い

ま

た

推

合

さ

る

内

ハ

互

に

地

煙

う

す

く

 

 
 

二

す

し

（

二

筋

）

に

分

つ

て

境

を

隔

て

ゝ

天

江

の

ほ

る

物

也

、

已

 

 
 

に

鎗

合

時

ハ

二

筋

の

地

煙

一

ッ

に

な

り

い

か

に

も

厚

く 

 
 

地

に

う

つ

ま

い

て

天

江

立

の

ほ

ら

す

鉄

砲

の

音

も

 

 
 

静

り

ゑ

い

と

う

声

と

鎗

の

は

た

め

く

音

は

か

り

 

 
 

か

す

か

に

聞

ゆ

る

物

也

、

是

を

以

先

手

に

て

合

戦

 

 
 

初

と

知

な

り

、

さ

て

鎗

を

す

る

時

は

か

ぶ

と

を

か

た

む

け 

 
 

無

性

に

な

り

た

ゝ

（

只

）

ゑ

い

と

う

と

い

ふ

計

を

力

と

し

左

右 
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の

事

も

不

知

、

敵

の

色

相

も

不

覚

、

歯

も

不

合

程

ふ

 

 
 

る

い

付

胸

セ

き

上

只

朧

月

夜

に

知

ら

ぬ

道

を

通

り

 

 
 

た

る

こ

と

く

な

る

物

也

、

惣

し

て

鑓

場

の

崩

れ

や

す

 

 
 

く

こ

た

へ

難

き

事

ハ

た

ひ

〳
〵
の

鎗

に

逢

た

る

兵

 

 
 

に

て

な

く

ハ

其

け

つ （
わ
）

し

き

事

を

は

不

可

知

、

鎗

下

 

 
 

か

鑓

場

か

組

討

か

の

首

な

ら

ハ

歩

行

走

の

首

に

て

も

 

 
 

高

名

と

い

ふ

、

子

細

ハ

鎗

場

に

出

る

程

の

士

は

強

者

に

て 

 
 

な

け

れ

ハ

不

出

ゆ

へ

に

た

と

へ

葉

武

者

に

て

も

其

こ

ゝ

ろ 

 
 

さ

し

ハ

葉

武

者

に

あ

ら

さ

る

ゆ

へ

に

如

此

い

ふ

也

、

い

か 

 
 

に

大

将

の

首

に

て

も

に

ぐ

る

所

を

追

討

に

取

ハ

さ

の
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み

高

名

と

ハ

不

言

、

乍

去

一

手

の

物

頭

を

討

ハ

冥

加

を 

 
 

感

し

て

是

亦

誉

な

り

、

惣

し

て

冑

首

と

て

上

方

衆

 

 
 

の

い

ふ

事

也

、

こ

れ

ハ

古

よ

り

な

き

事

な

れ

ハ

関

東

に

て 

 
 

終

に

不

聞

、

何

者

の

首

に

て

も

あ

れ

鎗

場

か

鑓

下

か

い 

 
 

つ

れ

け

ハ

し

き

場

に

て

取

難

を

取

を

高

名

と

い

ふ

 

 
 

也

、

す

べ

て

本

朝

の

弓

矢

ハ

明

応

文

亀

の

頃

よ

り

 

 
 

悉

く

取

矢

武

道

の

格

左

前

に

成

下

り

、

冷

首

を

取

 

 
 

て

も

高

名

と

よ

ひ

、

ま

た

ハ

本

の

兵

の

鎗

を

合

す

る

 

 
 

羽

が

ひ

の

下

に

て

は

つ

れ

の

首

尾

を

合

て

も

一

本

の

鎗 

 
 

の

こ

と

く

自

幔

し

鎗

セ

り

合

を

も

鎗

と

心

得

武

道
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の

吟

味

を

不

知

只

敵

を

突

こ

ろ

し

首

さ

へ

沢

山

に

と

れ 

 
 

ハ

皆

手

柄

な

り

と

思

ふ

と

見

え

た

り

、

つ

く

〳
〵
と

当

士

の 

 
 

風

を

み

る

に

猿

の

こ

と

く

な

り

、

小

賢

き

侍

の

弁

舌

 

 
 

能

少

し

の

首

尾

を

も

こ

と

〳
〵
し

く

い

ゝ

廻

り

作

法

 

 
 

も

吟

味

も

不

知

只

口

先

に

て

触

廻

る

侍

の

し

か

も

合

 

 
 

戦

敗

軍

の

時

ハ

人

先

に

は

つ

し

主

寄

親

の

討

る

ゝ

を

 

 
 

も

顧

す

裸

に

成

て

に

け

延

は

ち

（

恥

）

も

義

理

も

不

知

 

 
 

者

と

も

を

も

吟

味

な

し

に

抱

置

、

物

の

頭

と

成

人

数

 

 
 

を

あ

つ

く

る

事

多

し

、

殊

更

左

様

に

義

理

も

恥

も

不

 

 
 

弁

き

お

ひ

口

に

は

追

討

の

首

に

て

も

多

く

拾

と

り
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も

ぎ

付

の

高

名

鍪

付

の

な

ん

と

か

自

幔

し

後

れ

口

に

ハ 

 
 

主

寄

親

を

討

せ

て

生

て

か

へ

り

て

も

恥

と

も

不

思

人

先 

 
 

に

に

け

の

び

他

国

へ

行

て

ハ

武

勇

者

に

成

り

互

に

に

け 

 
 

延

て

助

た

る

傍

輩

を

古

の

武

辺

の

証

人

に

立

あ

い

 

 
 

て

成

立

者

多

し

と

み

へ

た

り

、

殊

に

ま

け

軍

に

て

主

 

 
 

組

頭

の

討

死

す

る

上

は

能

兵

ハ

皆

義

を

守

り

て

討

 

 
 

死

し

生

残

る

者

共

ハ

件

の

（
く
だ
ん
）

恥

も

吟

味

も

不

知

公

儀

 

 
 

弁

舌

を

本

と

し

物

前

の

首

尾

迚

も

人

の

取

た

る

 

 
 

首

を

拾

ひ

亦

ハ

奪

取

人

を

助

け

て

も

相

討

と

い

ふ

猿

 

 
 

賢

き

人

と

も

な

れ

ハ

偽

ハ

多

く

実

ハ

少

し

と

見

へ

た

る 
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凡

侍

ハ

首

は

不

取

と

も

手

柄

ハ

せ

す

と

も

事

の

難

に

至 

 
 

て

不

退

、

主

君

と

枕

を

並

て

討

死

を

遂

忠

節

を

守

る

 

 
 

兵

を

指

て

侍

と

は

申

な

り

、

た

と

へ

万

々

の

手

か

ら

 

 
 

有

と

も

義

理

恥

を

不

知

輩

ハ

も

の

ゝ

吟

味

を

せ

さ

る

 

 
 

ゆ

へ

幾

度

の

首

尾

有

迚

も

一

つ

も

床

敷

ハ

不

思

心

に

て

心 

 
 

を

み

か

き

我

十

分

に

強

ミ

と

お

も

わ

ぬ

手

柄

を

ハ

脇

 

 
 

よ

り

誉

と

も

手

か

ら

と

せ

す

義

ヲ

守

り

忠

を

守

と

 

 
 

す

る

ハ

一

度

の

手

か

ら

も

奥

深

く

お

も

ふ

な

り

、

我

幼

少 

 
 

の

時

分

侍

の

風

儀

を

見

る

に

物

毎

大

様

に

し

て

肝

 

 
 

要

の

か

せ

き

を

専

と

し

三

度

四

度

の

鎗

を

し

た

る

兵

も 
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亦

大

軍

を

指

引

し

て

麾

を

取

て

勝

を

得

た

る

侍

大

将

 

 
 

も

其

功

に

お

こ

ら

す

、

か

り

そ

め

に

も

我

身

の

誉

を

不

言

、

只 

 
 

義

理

を

の

み

専

と

し

兵

尽

矢

窮

て

つ

い

に

敵

に

不

降 

 
 

忠

義

と

と

も

に

死

を

決

せ

し

ゆ

へ

た

と

へ

ハ

九

淵

の

塵

に

な 

 
 

き

を

見

る

か

こ

と

く

奥

深

く

有

へ

し

、

次

初

（
次
第
ヵ
）

ニ

世

下

り

俗 

 
 

美

な

ら

す

皆

利

発

名

聞

に

走

り

忠

義

忠

節

の

 

 
 

志

か

り

初

に

も

不

在

と

み

へ

た

り

、

人

大

禄

を

以

招

く 

 
 

時

ハ

譜

代

の

主

君

を

捨

二

君

に

仕

る

輩

甚

多

し

某

 

 
 

尸

心

は

物

に

ふ

れ

て

移

り

安

き

も

の

な

れ

ハ

か

り

初

に 

 
 

も

侍

道

の

外

を

不

可

見

聞

朝

夕

身

を

な

ら

ハ

し

 

写
本
ノ
通 
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馬

に

乗

弓

を

射

鎗

を

つ

か

ひ

太

刀

を

打

学

問

す

る

と

も 

 
 

忠

義

大

切

を

聞

武

功

有

者

を

集

軍

法

の

謀

を

聞

な

 

 
 

ら

ひ

士

卒

を

な

つ

け

民

を

屋

す

る

道

を

憤

り

一

度

 

 
 

冑

の

緒

を

し

め

鑓

長

刀

を

提

け

天

下

の

難

儀

を

 

 
 

救

と

志

す

所

士

の

役

也

、

兎

角

侍

ハ

忠

義

信

の

三

を

 

 
 

以

貴

事

な

れ

ハ

た

と

へ

主

君

よ

り

如

可

様

の

悪

き

振

廻 

 
 

を

し

ら

恨

に

思

ふ

と

も

必

謀

反

亦

ハ

他

国

へ

走

余

の

 

 
 

主

君

に

仕

へ

へ

か

ら

す

、

是

非

堪

忍

な

り

難

く

ハ

主

の

馬 

 
 

の

前

に

て

忠

死

を

致

へ

し

、

次

に

我

身

常

の

行

ひ

も

 

 
 

詩

歌

文

学

茶

湯

等

の

花

奢

風

流

を

か

り

初

に

も

不

可
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好

只

二

六

時

中

に

弓

馬

を

嗜

智

仁

勇

の

士

を

招

き

 

 
 

あ

つ

め

大

功

を

励

ま

す

へ

き

物

也

、

仮

初

に

も

花

奢

な

る 

 
 

事

と

利

発

と

を

不

可

見

聞

必

手

ぬ

る

く

成

て

死

所

 

 
 

に

て

得

不

死

者

也

、

侍

ハ

侍

の

格

あ

り

、

然

に

他

事

を 

 
 

好

み

侍

道

を

取

失

ひ

武

道

を

脇

へ

な

し

茶

の

湯

 

 
 

歌

道

公

儀

弁

舌

の

み

を

専

と

し

て

ぬ

る

き

事

を

 

 
 

好

む

や

つ

は

ら

を

は

時

刻

を

め

く

ら

さ

す

頭

を

 

 
 

可

刎

物

（
は
ね
る
）

也

、

右

開

巻

よ

り

退

口

高

名

迄

注

取

皆

古

法

 

 
 

を

以

書

置

物

な

り

、

他

は

不

知

信

玄

謙

信

の

両

家

ヲ

 

 
 

始

猛

き

弓

矢

の

家

中

扨

ハ

御

当

家

の

軍

法

是

也
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必

々

他

事

を

好

武

道

を

不

可

取

矢

近

代

の

侍

の

作

法 

 
 

次

第

〳
〵
に

利

発

に

走

り

仮

初

に

も

金

銀

米

銭

の

物

語 

 
 

し

若

武

道

の

咄

し

す

る

者

を

は

見

た

く

な

い

咄

な

 

 
 

と

く

狂

人

の

こ

と

く

云

成

す

と

見

得

た

り

、

浅

ま

し

き 

 
 

末

の

世

か

な

と

涙ナ
ミ
ダ

を

流

事

多

し

、

皆

侍

も

地

下

町

人

 

 
 

の

こ

と

く

成

事

も

末

の

世

の

印

と

覚

る

な

り

、

世

と

同 

 
 

し

く

有

と

も

士

の

格

を

立

へ

し

、

蓮

ハ

沼

中

に

生

 

 
 

し

て

も

あ

い

て

け

が

れ

す

と

い

ふ

事

有

ハ

た

ゝ

義

を

 

 
 

重

し

死

を

善

道

に

守

り

人

馬

嗜

天

下

の

治

乱

 

 
 

を

以

一

身

に

か

け

只

明

て

も

暮

て

も

一

心

に

君

の

た

め 
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天

下

の

為

に

鎗

長

刀

を

取

て

死

な

ん

と

の

ミ

可

憤

 

 
 

申

者

な

り

、

仍

如

件

 

   
 
 
 

 
 

 

九

月

九

日
 

 
 

同

平

八

郎

藤

原

忠

勝

 

   
 
 
 

 
 

 

本

多

美

濃

守

と

の

 

 
 
 
 

 
 

 

同

 

出

雲

守

と

の

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

家

老

中

江

参

 


